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地域における良き企業市民として、住民とふれあいながら、
住み良い地域社会づくりに取り組んでいます。

地域社会との関わり

社会貢献活動をさらに拡大

当社は自動車部品メーカーとして交通安全への啓発活動はも
ちろん､「弱者支援」「環境保全」「青少年育成」「地域防犯」の4
つの活動を柱とし､地域の人々とのふれあいを通して､より良
い地域社会づくりに取り組んでいます｡
従業員のモチベーションを高め、ボランティア活動の輪を広げ
るきっかけづくりとして、表彰制度の導入や新入社員に対する
社会貢献教育など、従業員の意識向上と支援体制の整備に努
めています。これにより、従業員は様々な活動を通して地域の

総務部
ボランティアセンター

伊東 桂一

ボランティアセンターでは、ボランティア活動を主体に、グローバル一斉社会貢献活
動、東日本大震災復興支援活動、防犯パトロール、エコ先端工場、車イスドクターズ、一宮
少年少女発明クラブなど、社会貢献につながる様々な活動を行っています。ボラン
ティア活動には従業員の理解が不可欠。自主的に、継続的に、楽しみながら活動に参加
していただけるよう、一人でも多くのサポーターを増やしていきたいと考えています。

VOICEVOICE

人々とふれあいを図っています。また、海外拠点でもボラン
ティア活動を中心に、地域社会と密接な関係づくりを推進して
います。2012年度からは10月を「ボランティア月間」と位置付
けました。初の試みとしてグローバル規模で一斉社会貢献活
動を実施し、ボランティアの輪を広げ、地域の人々との絆を強
めました。
東日本大震災復興支援においては、当社の技術の特色を活か
した防犯灯を寄贈し、明るい街づくりに貢献しました。

ボランティアマーク

障がい者授産施設の物品販売
障がい者授産施設に通う方たちの自立を支援す
るために、毎月8事業所で手づくりパンや焼き菓
子を販売する場を提供。収益金は施設の運用資
金として活用されています。

ハートフルメニュー
8事業所の食堂で、1食ごとに10円が募金され
る「ハートフルメニュー」を導入。集められた募
金で車イスやリハビリ用マットを購入し、3カ所
の地域福祉施設へ寄贈しました。

車イスドクターズ
従業員の有志でサークルを結成し、地域の老人
福祉施設や病院などを毎月訪問し、年間300台
以上の車イスの修理・調整、清掃を行っており、こ
の活動は1996年から続けています。

弱者支援

その他の活動

地域防犯

地域防犯

青少年育成

環境保全

エコ先端工場
2011年から環境保全を目的に平和町工場を
モデル工場として、河川の「生態系調査」「浄化
活動」及び「エコ体験学習」など地域の方ととも
に活動を行っています。

地域の清掃活動
各事業所の定期的な清掃活動に加え、年2回
「全社一斉地域清掃活動」を実施。従業員の家
族や地域の学生など2,500名以上が参加し
ています。

工場の森づくり
従業員の環境意識の向上や社内コミュニケー
ションの促進などを目的に2009年から始めた工
場の緑化活動。2012年度は、国内外の4拠点で
38,500本の植樹を実施しました。

防犯パトロール
地元小中学校の近隣や駅周辺などの重点防犯
エリアを従業員ボランティアが巡回する「防犯パ
トロール」活動を開始しました。清須市・稲沢市・
一宮市・森町で活動を実施しています。

一宮少年少女発明クラブ
子どもたちに「ものづくり」を楽しむ場を提供
し、創造性豊かな人間の育成を目的に、開設当
初から企画・運営など全面的に支援。2012年
度は、96名に参加いただきました。

スポーツ支援
青少年の健全育成のため、地域の小中学生を対
象に、バレーボール／ハンドボール／バスケット
ボール部の選手が指導を行っています。また、定
期的に障がい者との交流も図っています。

飲酒運転根絶パトロール
森町工場では交通安全関係団体と協力し、
2008年より地域を巡回しながら飲酒運転防止
を呼びかける活動をしています。2012年度も飲
酒運転根絶を目指しパトロールを行いました。

新入社員への社会貢献教育
ふれあいを通じて「障がい」を正しく理解し、「サ
ポートのあり方」や「思いやりの心」を学び、社会
性・協調性の向上、視野の拡大を目的に「新入社員
と障がい者のふれあい交流会」を実施しました。

愛のバレンタイン作戦
事業所周辺にある14カ所の保育園や幼稚園に従
業員約50名が出向き、紙芝居やビデオを利用し
て園児たちに交通安全の大切さを伝える活動を
しています。2012年度で27回目を迎えました。

Make a CHANGE Day
全国各地で一斉にボランティア活動を行う
「Make a CHANGE Day」に参加し、グローバル
一斉社会貢献活動が認められ、4年連続で表彰
を受けました。

ボランティア表彰制度
ボランティアに対する従業員のモチベーションを
高め、その輪を広げるきっかけづくりを目的に、
優れたボランティア活動を行った従業員を表彰
しています。

LED防犯灯の寄贈
「犯罪のない明るいまちづくり」を目指し、2009
年より、当社のLED防犯灯を地域に寄贈していま
す。2012年度までに清須市・稲沢市・一宮市へ
寄贈しました。

交通安全立哨
交通事故の撲滅と交通弱者を守るために、交通
安全を推進する啓発活動をしています。毎月ゼロ
の日に、各事業所周辺に従業員が自主的に立ち、
地域の人々へ交通安全を呼びかけています。

青色防犯パトロール
2012年7月より、青色灯の付いた「青色パトロー
ル車」を導入。活動範囲を従来の3倍に拡大し、
機動力のある防犯活動を開始しました。2012年
度は清須市、稲沢市、一宮市で活動を実施。

その他の活動

地域防犯
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創業
環境へ配慮した
ものづくり

1991年
ナイスリー委員会

設置

環境管理体制強化
廃棄物量50％減（’91年度比）
代替フロン・トリクロロエタン全廃

特定フロン全廃

より高い目標への挑戦

※1 HFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、SF6（六フッ化硫黄）、
 CH4（メタン）、N2O（亜酸化窒素）
※2 Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals
　  （化学物質の登録･評価･認可･制限に関する規則）
※3 Substances of Concern（環境負荷物質）
※4 Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）
※5 Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度）

2005年
第4次 環境取り組みプラン

策定

2000年
第3次 環境取り組みプラン

策定

1993年
第1次 環境取り組みプラン

策定

国内主要工場ISO14001取得
環境会計

環境教育強化
廃棄物量75％減（’91年度比）

塩素系溶剤全廃

1995年
第2次 環境取り組みプラン

策定

順法管理

売上高当りCO2排出量’03年度比8％低減（グローバル連結）
売上高当り排出物量’03年度比5％低減（国内連結）
埋立廃棄物「ゼロ」継続・焼却廃棄物「ゼロ」
VOC※4・PRTR※5対象物質排出量低減

CO2総排出量’90年度比5％低減
マテリアルリサイクルの拡大

埋立廃棄物「ゼロ」
豊田合成グループISO14001取得活動

再生可能エネルギー導入拡大
高天井照明のLED照明化の拡大

2010年
第5次 環境取り組みプラン

策定

異常・苦情ゼロ活動
欧州のREACH※2規則への対応

中国など主要拠点のSOC※3管理対応
グローバルEMS展開

製品含有の六価クロム全廃

売上高当りCO2排出量低減（グローバル連結）
売上高当り排出物量低減（国内連結）

5ガス※1の低減
水使用量の低減
工場の森づくり

社内でのLED活用拡大

温暖化防止

豊田合成グループは環境基本方針に基づいて、車のライフサイ
クル全般を考慮した様々な活動を行っています。
開発、生産、販売までの事業活動から廃棄に至るまで環境に配
慮するとともに、法規制や時代によるニーズの変化にもいち早
く対応し、環境保全活動に取り組んでいます。また、従業員一
人ひとりの環境意識を向上させ、活動の活性化を推進してい
ます。
2011年度から2015年度までの環境取り組みの実行計画であ
る「第5次環境取り組みプラン」に基づき、今後も活動を継続し
ていきます。

豊田合成グループとしての環境に関する方針や重要な取り組
み事項は、社長を委員長とする「環境委員会」で審議・決定して
います。「環境委員会」は、製品・生産・品質分野の3つの分科会
で構成されており、下部組織の連絡会やワーキンググループと
連携を図って、専門的な視点から環境保全・管理活動を推進し
ています。

国内外関係会社、仕入先を含めた豊田合成グループは、
地球規模で広がる環境問題に対応するために、環境保全活動を推進しています。

グローバルに環境保全活動を推進

環境推進組織

環境に配慮した事業活動の推進
開発・生産・販売の事業活動から廃棄までの全ての段階
で、環境と深く関連していることを認識し、社内全部門はも
とより、国内外関係会社、仕入先を含めた豊田合成グルー
プとして、顧客・行政などとも協力・連携し、環境に配慮した
事業活動を行う。

企業市民としての取り組み
良き企業市民として、地域・社会の環境活動に取り組むとと
もに、各団体の環境活動への参加、支援・協力を行う。ま
た、社員一人ひとりが地域・社会の一員として環境活動に
取り組むための啓発を行うとともに、社会貢献・ボランティ
ア活動を支援する。

こうした取り組み活動の情報を広く発信するとともに、各
層からの意見を聴取し、さらなる改善活動に努める。

1

2

3

人と地球にナイスリー

環境委員会、各分科会から工場などへの展開は、各工場ISO14001
システムなどに従い専門委員会を設置して対応しています

■ 環境組織体制図
製品・技術環境分科会

［ 環境配慮の製品・技術開発の推進管理 ］

生産環境分科会
［ 生産工程から排出物を出さない施策、技術開発の推進管理 ］

国内関係会社環境連絡会
［ 国内関係会社、主要仕入先の環境連結管理と指導・支援 ］

海外関係会社環境連絡会
［ 海外関係会社の環境連結管理と指導・支援 ］

SOC規制対応等・品質システム分科会
［ SOC規制対応等と品質管理システム整備 ］

委
員
長
：
取
締
役
社
長

環
境
委
員
会

製品・技術分野

生産分野

品質分野

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

グローバル一斉社会貢献活動

環境基本方針

T O P I C S

豊田合成グループ内及び地域社会との絆を強め、より良き企
業市民になることを目指し、2012年度から10月を「ボランティ
ア月間」と位置付け、その一環として、10月20日を中心に国
内外関係会社が一斉に参加する「グローバル一斉社会貢献
活動」を展開しました。国内22事業所、国内関係会社10社、

海外関係会社31社の計63カ所、約5,000名の従業員が参加。
清掃活動や植樹、募金、書き損じ・未使用はがきなどの収集ボ
ランティアのほか、地域の人々を招いた工場見学会や障がい
者の職業訓練など、国や地域の状況に応じた活動を行いまし
た。2013年度以降もこの活動を継続していきます。

【ヨーロッパ】
● Toyoda Gosei UK Ltd.［TGUK］
● Toyoda Gosei Europe N.V.［TGE］
● Toyoda Gosei Czech, s.r.o. ［TGCZ］

＄＄

＄＄

＄＄

【アジア・オセアニア】
●Toyoda Gosei（Thailand）Co., Ltd. ［TGT］
● Toyoda Gosei Haiphong Co., Ltd. ［TGHP］
● Toyoda Gosei Asia Co.,Ltd.［TGAS］
● P.T. Toyoda Gosei Safety Systems Indonesia［TGSSI］
● Toyoda Gosei Minda India Pvt.Ltd. ［TGMIN］
● TG Kirloskar Automotive Pvt. Ltd.［TGKL］  
● Toyoda Gosei Australia (Pty)Ltd.［TGAU］ 

＄＄

＄＄

【日本】
● 本社

［凡例］

＄

【中国】
● 天津豊田合成有限公司［天津TG］
● 天津星光橡塑有限公司［天津星光］
● 豊田合成（張家港）科技有限公司［張家港TGSS］
● 豊田合成（張家港）塑料製品有限公司［張家港TGP］
● 豊田合成（上海）管理有限公司［上海TG］
● 豊田合成光電貿易（上海）有限公司［上海オプト］
● 豊田合成（佛山）橡塑有限公司［佛山TGR］
● 豊田合成（佛山）汽車部品有限公司［佛山TGP］
● 豊裕股份有限公司［豊裕］
● 豊晶光電股份有限公司［TE オプト］

＄＄

【北米】
● Waterville TG Inc.［WTG］
● TG Minto Corporation［TGMINTO］
● Toyoda Gosei North America Corporation［TGNA］
● TGR Technical Center, LLC ［TGRTC］
● TG Fluid Systems USA Corporation ［TGFSUS］
● TG Kentucky, LLC［TGKY］
● TG Automotive Sealing Kentucky, LLC ［TGASK］
● TG Missouri Corporation［TGMO］
● Toyoda Gosei Texas, LLC［TGTX］
● TAPEX Mexicana S.A. DE C.V.［TAPEX］
● Toyoda Gosei Automotive Sealing Mexico S.A. DE C.V. 
  ［TGASMX］ 

＄＄

＄＄

＄＄

＄＄

＄＄

＄＄

グローバル一斉社会貢献活動 ～世界でつながるボランティアの輪～

TGTX（アメリカ）
地域活動への参加、恵まれない
人たちへの食糧寄附

TGMINTO（カナダ）
子どもたちへのスポーツ
インストラクターを実施

TGMIN（インド）
献血活動

TGAS（タイ）
地元での植樹活動
（マングローブ
1,000本）

上：張家港TGSS/TGP（中国）
下：佛山TGR（中国）
工場周辺地域のごみ拾い・清掃活動

本社（日本）
周辺地域のごみ拾い・清掃活動

海洋ゴム（日本）

弱者支援 環境保全 青少年育成

＄＄
寄附

TGCZ（チェコ）
恵まれない子どもた
ちを招待し、様々なイ
ベントを開催
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※3 Substances of Concern（環境負荷物質）
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2005年
第4次 環境取り組みプラン

策定

2000年
第3次 環境取り組みプラン

策定

1993年
第1次 環境取り組みプラン

策定

国内主要工場ISO14001取得
環境会計

環境教育強化
廃棄物量75％減（’91年度比）

塩素系溶剤全廃

1995年
第2次 環境取り組みプラン

策定

順法管理

売上高当りCO2排出量’03年度比8％低減（グローバル連結）
売上高当り排出物量’03年度比5％低減（国内連結）
埋立廃棄物「ゼロ」継続・焼却廃棄物「ゼロ」
VOC※4・PRTR※5対象物質排出量低減

CO2総排出量’90年度比5％低減
マテリアルリサイクルの拡大

埋立廃棄物「ゼロ」
豊田合成グループISO14001取得活動

再生可能エネルギー導入拡大
高天井照明のLED照明化の拡大

2010年
第5次 環境取り組みプラン

策定

異常・苦情ゼロ活動
欧州のREACH※2規則への対応

中国など主要拠点のSOC※3管理対応
グローバルEMS展開

製品含有の六価クロム全廃

売上高当りCO2排出量低減（グローバル連結）
売上高当り排出物量低減（国内連結）

5ガス※1の低減
水使用量の低減
工場の森づくり

社内でのLED活用拡大

温暖化防止

豊田合成グループは環境基本方針に基づいて、車のライフサイ
クル全般を考慮した様々な活動を行っています。
開発、生産、販売までの事業活動から廃棄に至るまで環境に配
慮するとともに、法規制や時代によるニーズの変化にもいち早
く対応し、環境保全活動に取り組んでいます。また、従業員一
人ひとりの環境意識を向上させ、活動の活性化を推進してい
ます。
2011年度から2015年度までの環境取り組みの実行計画であ
る「第5次環境取り組みプラン」に基づき、今後も活動を継続し
ていきます。

豊田合成グループとしての環境に関する方針や重要な取り組
み事項は、社長を委員長とする「環境委員会」で審議・決定して
います。「環境委員会」は、製品・生産・品質分野の3つの分科会
で構成されており、下部組織の連絡会やワーキンググループと
連携を図って、専門的な視点から環境保全・管理活動を推進し
ています。

国内外関係会社、仕入先を含めた豊田合成グループは、
地球規模で広がる環境問題に対応するために、環境保全活動を推進しています。

グローバルに環境保全活動を推進

環境推進組織

環境に配慮した事業活動の推進
開発・生産・販売の事業活動から廃棄までの全ての段階
で、環境と深く関連していることを認識し、社内全部門はも
とより、国内外関係会社、仕入先を含めた豊田合成グルー
プとして、顧客・行政などとも協力・連携し、環境に配慮した
事業活動を行う。

企業市民としての取り組み
良き企業市民として、地域・社会の環境活動に取り組むとと
もに、各団体の環境活動への参加、支援・協力を行う。ま
た、社員一人ひとりが地域・社会の一員として環境活動に
取り組むための啓発を行うとともに、社会貢献・ボランティ
ア活動を支援する。

こうした取り組み活動の情報を広く発信するとともに、各
層からの意見を聴取し、さらなる改善活動に努める。

1

2

3

人と地球にナイスリー

環境委員会、各分科会から工場などへの展開は、各工場ISO14001
システムなどに従い専門委員会を設置して対応しています

■ 環境組織体制図
製品・技術環境分科会

［ 環境配慮の製品・技術開発の推進管理 ］

生産環境分科会
［ 生産工程から排出物を出さない施策、技術開発の推進管理 ］

国内関係会社環境連絡会
［ 国内関係会社、主要仕入先の環境連結管理と指導・支援 ］

海外関係会社環境連絡会
［ 海外関係会社の環境連結管理と指導・支援 ］

SOC規制対応等・品質システム分科会
［ SOC規制対応等と品質管理システム整備 ］

委
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長
：
取
締
役
社
長

環
境
委
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会

製品・技術分野

生産分野

品質分野
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グローバル一斉社会貢献活動

環境基本方針

T O P I C S

豊田合成グループ内及び地域社会との絆を強め、より良き企
業市民になることを目指し、2012年度から10月を「ボランティ
ア月間」と位置付け、その一環として、10月20日を中心に国
内外関係会社が一斉に参加する「グローバル一斉社会貢献
活動」を展開しました。国内22事業所、国内関係会社10社、

海外関係会社31社の計63カ所、約5,000名の従業員が参加。
清掃活動や植樹、募金、書き損じ・未使用はがきなどの収集ボ
ランティアのほか、地域の人々を招いた工場見学会や障がい
者の職業訓練など、国や地域の状況に応じた活動を行いまし
た。2013年度以降もこの活動を継続していきます。

【ヨーロッパ】
● Toyoda Gosei UK Ltd.［TGUK］
● Toyoda Gosei Europe N.V.［TGE］
● Toyoda Gosei Czech, s.r.o. ［TGCZ］

＄＄

＄＄

＄＄

【アジア・オセアニア】
●Toyoda Gosei（Thailand）Co., Ltd. ［TGT］
● Toyoda Gosei Haiphong Co., Ltd. ［TGHP］
● Toyoda Gosei Asia Co.,Ltd.［TGAS］
● P.T. Toyoda Gosei Safety Systems Indonesia［TGSSI］
● Toyoda Gosei Minda India Pvt.Ltd. ［TGMIN］
● TG Kirloskar Automotive Pvt. Ltd.［TGKL］  
● Toyoda Gosei Australia (Pty)Ltd.［TGAU］ 

＄＄

＄＄

【日本】
● 本社

［凡例］

＄

【中国】
● 天津豊田合成有限公司［天津TG］
● 天津星光橡塑有限公司［天津星光］
● 豊田合成（張家港）科技有限公司［張家港TGSS］
● 豊田合成（張家港）塑料製品有限公司［張家港TGP］
● 豊田合成（上海）管理有限公司［上海TG］
● 豊田合成光電貿易（上海）有限公司［上海オプト］
● 豊田合成（佛山）橡塑有限公司［佛山TGR］
● 豊田合成（佛山）汽車部品有限公司［佛山TGP］
● 豊裕股份有限公司［豊裕］
● 豊晶光電股份有限公司［TE オプト］

＄＄

【北米】
● Waterville TG Inc.［WTG］
● TG Minto Corporation［TGMINTO］
● Toyoda Gosei North America Corporation［TGNA］
● TGR Technical Center, LLC ［TGRTC］
● TG Fluid Systems USA Corporation ［TGFSUS］
● TG Kentucky, LLC［TGKY］
● TG Automotive Sealing Kentucky, LLC ［TGASK］
● TG Missouri Corporation［TGMO］
● Toyoda Gosei Texas, LLC［TGTX］
● TAPEX Mexicana S.A. DE C.V.［TAPEX］
● Toyoda Gosei Automotive Sealing Mexico S.A. DE C.V. 
  ［TGASMX］ 

＄＄

＄＄

＄＄

＄＄

＄＄

＄＄

グローバル一斉社会貢献活動 ～世界でつながるボランティアの輪～

TGTX（アメリカ）
地域活動への参加、恵まれない
人たちへの食糧寄附

TGMINTO（カナダ）
子どもたちへのスポーツ
インストラクターを実施

TGMIN（インド）
献血活動

TGAS（タイ）
地元での植樹活動
（マングローブ
1,000本）

上：張家港TGSS/TGP（中国）
下：佛山TGR（中国）
工場周辺地域のごみ拾い・清掃活動

本社（日本）
周辺地域のごみ拾い・清掃活動

海洋ゴム（日本）

弱者支援 環境保全 青少年育成

＄＄
寄附

TGCZ（チェコ）
恵まれない子どもた
ちを招待し、様々なイ
ベントを開催
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温暖化防止
第5次環境取り組みプラン －2015年度目標－

温暖化防止製品の提供を通して、低炭素・循環型社会と自然共生社会の構築に寄与することを目指し、
豊田合成グループは「第5次環境取り組みプラン」を策定し、様々な活動に取り組んでいます。
2012年度は環境負荷低減について全ての項目で目標を達成しました。

第5次環境取り組みプランの活動と2012年度目標の達成状況

原単位

● CO2 低減

地域社会との連携

● 工場周辺美化活動
● 再生可能エネルギーの導入拡大
 （太陽光発電など）

グローバル

2015年度
目　  標 33％減

資源有効利用
● 排出物低減

● VOC※2低減

※1 HFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、
      SF6（六フッ化硫黄）、CH4（メタン）、N2O（亜酸化窒素）
※2 Volatile Organic Compounds （揮発性有機化合物）

● 工場の森づくり

● LED事業の拡大（TV、PC、照明）

● 社内でのLED活用拡大
 （国内全事業所の照明をLED化）

環境意識の向上
● 社内報の環境特集、
　 環境教育の推進

本　　体

本　　体

本　　体

排出量

● 5ガス※1低減（ ）六フッ化硫黄
の代替等

高天井照明（水銀灯など）のLED照明化の拡大

10年間（～2020年度）で国内外60拠点に約
60万本を植樹2003年度比

原単位
2015年度
目　  標 50％減

2003年度比

原単位 2015年度
目　  標

2015年度
目　  標 75％減

2003年度比

本　　体

● 水使用量低減（ ）冷却排水の
再生利用等

2015年度
目　  標

環境にやさしいものづくりと製品提供を通じ、
低炭素・循環型社会と自然共生社会の構築に貢献

第5次環境取り組みプラン
（2011～2015年度）

環
境
経
営

環境活動を推進する
2つの柱

原単位

B

環境負荷物質低減C

D

E

環境にやさしい
LEDメーカーとしての貢献

F

A 温暖化防止

〈主な取り組み目標〉

30％減
2003年度比

「第5次環境取り組みプラン」の詳細については、豊田合成ホームページでご確認ください。
http://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/kankyou/eplan.html

65％減
2003年度比

豊田合成グループは、定期的に「環境取り組みプラン」を策定
し、グループ一丸となって環境保全の取り組みを進めています。
現在は「環境負荷低減」と「環境経営」を2本柱にした「第5次環
境取り組みプラン」（2011年度～2015年度）に基づいた活動
を展開しています。2012年度はこのプランに沿った環境保全
の活動を行うとともに、これまでの結果を踏まえて、最終年度で

ある2015年度に向け、より高い環境負荷低減目標の設定と環境
経営の強化策を追加しました。具体的には高天井照明のLED化
や「工場の森づくり」の北米展開などの取り組みを進める予定で
す。さらに豊田合成本体だけでなく、国内外関係会社の目標も設
定し、グローバルに環境保全の取り組みを推進していきます。

環境にやさしい豊田合成を目指して

第1次 第2次 第3次
第4次

テーマ ２０１2年度の活動結果実施事項 掲 載
ページ
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 　 63［1］

 　 64［1］ 

9.9万t-CO₂

グローバル

本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当りCO₂排出量
売上高当りCO₂排出量
CO₂排出量

’03年度比31％減
’03年度比26％減
’90年度比14％減

’03年度比37％減
’03年度比36％減
’90年度比15％減

○
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P38生産における取り組み事例
̶ 生産設備への断熱塗料適用
̶ CVJブーツ生産の省エネ新工法開発

① CO₂の低減
【生産】
● 効率の悪い設備・機器の更新や既存設備の改良
● 全社蛍光灯照明のＬＥD照明化等の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P39製品における取り組み事例
̶ TPVガラスランの発泡化
̶ フューエルフィラーリッドの樹脂化

　【製品】
● 軽量化のための製品設計・材料開発の推進
● 新エネルギー動向に対応した新領域製品・技術の開発

※５ガス：フロン系ガス等〔 HFC：Hydrofluorocarbon（ハイドロフルオロカーボン）、PFC：Perfluorocarbon（パーフルオロカーボン）、 SF₆：六フッ化硫黄 〕、メタン（CH₄）、
　 窒素系ガス（N₂O：亜酸化窒素）
［1］ 基準年の数値を100とした場合の数値　　［2］ ○：第5次環境取り組みプラン2012年度目標達成、×：第5次環境取り組みプラン2012年度目標未達成　

 52［1］

 51［1］

　12,136t［1］

○
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P40

国内

本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当り排出物量
売上高当り排出物量
排出物量

’03年度比40％減
’03年度比41％減
’03年度比35％減

’03年度比48％減
’03年度比49％減
’03年度比37％減

生産における取り組み
③ 排出物の低減
【生産】
● 歩留り向上による発生源対策の推進
● ゴム・樹脂・金属の社内リサイクルの推進
● 埋立廃棄物ゼロ化の継続

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P41製品における取り組み　【製品】
● リサイクルしやすい製品設計と技術開発の推進

29［1］

84t［1］
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P40物流における取り組み
̶ 通い箱清掃の徹底

　【物流】 範囲：納入物流、工程内物流、調達物流
● 包装仕様のスリム化の推進
● 容器のリターナブル化の推進

本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当り梱包材使用量
梱包材使用量

’03年度比63％減
’03年度比60％減

’03年度比71％減
’03年度比64％減

○
項　目

本体
2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

5ガス排出量 ’03年度比30％減 1.3万t-CO₂ ’03年度比35％減

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P395ガスから代替ガスへの切り替え② ５ガス※の低減
● マグネシウム鋳造やLED製造用ガス（HFC、PFC、SF₆）の代替化等の推進

○本体
項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

水使用量 ’03年度比12％減 160万t ’03年度比13％減

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P41水使用量低減と水の有効利用④ 水使用量の低減

65［1］

1.07万t-CO₂
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P39物流における取り組み
̶ 積載効率の向上
̶ 顧客近隣生産による物流動線の短縮
̶ 生産量に応じた配車手配

　【物流】 範囲：納入物流、工程内物流、調達物流
● 輸送効率の向上

本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当り物流CO₂排出量
CO₂排出量

’03年度比35％減
’03年度比20％減

’03年度比25％減
’03年度比20％減
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温暖化防止
第5次環境取り組みプラン －2015年度目標－

温暖化防止製品の提供を通して、低炭素・循環型社会と自然共生社会の構築に寄与することを目指し、
豊田合成グループは「第5次環境取り組みプラン」を策定し、様々な活動に取り組んでいます。
2012年度は環境負荷低減について全ての項目で目標を達成しました。

第5次環境取り組みプランの活動と2012年度目標の達成状況

原単位

● CO2 低減

地域社会との連携

● 工場周辺美化活動
● 再生可能エネルギーの導入拡大
 （太陽光発電など）

グローバル

2015年度
目　  標 33％減

資源有効利用
● 排出物低減

● VOC※2低減

※1 HFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、
      SF6（六フッ化硫黄）、CH4（メタン）、N2O（亜酸化窒素）
※2 Volatile Organic Compounds （揮発性有機化合物）

● 工場の森づくり

● LED事業の拡大（TV、PC、照明）

● 社内でのLED活用拡大
 （国内全事業所の照明をLED化）

環境意識の向上
● 社内報の環境特集、
　 環境教育の推進

本　　体

本　　体

本　　体

排出量

● 5ガス※1低減（ ）六フッ化硫黄
の代替等

高天井照明（水銀灯など）のLED照明化の拡大

10年間（～2020年度）で国内外60拠点に約
60万本を植樹2003年度比

原単位
2015年度
目　  標 50％減

2003年度比

原単位 2015年度
目　  標

2015年度
目　  標 75％減

2003年度比

本　　体

● 水使用量低減（ ）冷却排水の
再生利用等

2015年度
目　  標

環境にやさしいものづくりと製品提供を通じ、
低炭素・循環型社会と自然共生社会の構築に貢献

第5次環境取り組みプラン
（2011～2015年度）

環
境
経
営

環境活動を推進する
2つの柱

原単位

B

環境負荷物質低減C

D

E

環境にやさしい
LEDメーカーとしての貢献

F

A 温暖化防止

〈主な取り組み目標〉

30％減
2003年度比

「第5次環境取り組みプラン」の詳細については、豊田合成ホームページでご確認ください。
http://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/kankyou/eplan.html

65％減
2003年度比

豊田合成グループは、定期的に「環境取り組みプラン」を策定
し、グループ一丸となって環境保全の取り組みを進めています。
現在は「環境負荷低減」と「環境経営」を2本柱にした「第5次環
境取り組みプラン」（2011年度～2015年度）に基づいた活動
を展開しています。2012年度はこのプランに沿った環境保全
の活動を行うとともに、これまでの結果を踏まえて、最終年度で

ある2015年度に向け、より高い環境負荷低減目標の設定と環境
経営の強化策を追加しました。具体的には高天井照明のLED化
や「工場の森づくり」の北米展開などの取り組みを進める予定で
す。さらに豊田合成本体だけでなく、国内外関係会社の目標も設
定し、グローバルに環境保全の取り組みを推進していきます。

環境にやさしい豊田合成を目指して

第1次 第2次 第3次
第4次

テーマ ２０１2年度の活動結果実施事項 掲 載
ページ

環
境
負
荷
低
減

温
暖
化
防
止

資
源
有
効
利
用

 　 63［1］

 　 64［1］ 

9.9万t-CO₂

グローバル

本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当りCO₂排出量
売上高当りCO₂排出量
CO₂排出量

’03年度比31％減
’03年度比26％減
’90年度比14％減

’03年度比37％減
’03年度比36％減
’90年度比15％減

○
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P38生産における取り組み事例
̶ 生産設備への断熱塗料適用
̶ CVJブーツ生産の省エネ新工法開発

① CO₂の低減
【生産】
● 効率の悪い設備・機器の更新や既存設備の改良
● 全社蛍光灯照明のＬＥD照明化等の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P39製品における取り組み事例
̶ TPVガラスランの発泡化
̶ フューエルフィラーリッドの樹脂化

　【製品】
● 軽量化のための製品設計・材料開発の推進
● 新エネルギー動向に対応した新領域製品・技術の開発

※５ガス：フロン系ガス等〔 HFC：Hydrofluorocarbon（ハイドロフルオロカーボン）、PFC：Perfluorocarbon（パーフルオロカーボン）、 SF₆：六フッ化硫黄 〕、メタン（CH₄）、
　 窒素系ガス（N₂O：亜酸化窒素）
［1］ 基準年の数値を100とした場合の数値　　［2］ ○：第5次環境取り組みプラン2012年度目標達成、×：第5次環境取り組みプラン2012年度目標未達成　

 52［1］

 51［1］

　12,136t［1］

○
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P40

国内

本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当り排出物量
売上高当り排出物量
排出物量

’03年度比40％減
’03年度比41％減
’03年度比35％減

’03年度比48％減
’03年度比49％減
’03年度比37％減

生産における取り組み
③ 排出物の低減
【生産】
● 歩留り向上による発生源対策の推進
● ゴム・樹脂・金属の社内リサイクルの推進
● 埋立廃棄物ゼロ化の継続

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P41製品における取り組み　【製品】
● リサイクルしやすい製品設計と技術開発の推進

29［1］

84t［1］
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P40物流における取り組み
̶ 通い箱清掃の徹底

　【物流】 範囲：納入物流、工程内物流、調達物流
● 包装仕様のスリム化の推進
● 容器のリターナブル化の推進

本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当り梱包材使用量
梱包材使用量

’03年度比63％減
’03年度比60％減

’03年度比71％減
’03年度比64％減

○
項　目

本体
2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

5ガス排出量 ’03年度比30％減 1.3万t-CO₂ ’03年度比35％減

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P395ガスから代替ガスへの切り替え② ５ガス※の低減
● マグネシウム鋳造やLED製造用ガス（HFC、PFC、SF₆）の代替化等の推進

○本体
項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

水使用量 ’03年度比12％減 160万t ’03年度比13％減

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P41水使用量低減と水の有効利用④ 水使用量の低減

65［1］

1.07万t-CO₂
○
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P39物流における取り組み
̶ 積載効率の向上
̶ 顧客近隣生産による物流動線の短縮
̶ 生産量に応じた配車手配

　【物流】 範囲：納入物流、工程内物流、調達物流
● 輸送効率の向上

本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当り物流CO₂排出量
CO₂排出量

’03年度比35％減
’03年度比20％減

’03年度比25％減
’03年度比20％減
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CVJ

CVJブーツ

蛇腹部

断面図
従来

（ブロー成形）
新工法

（射出成形）

使
用
電
力（
kwh
）

射出成形機
シリンダー
カバー

約20％減

豊田合成グループは、生産性の向上とエネルギー使用量の低
減によって温暖化防止を進めています。2012年度は、東日本大
震災後のピーク電力抑制、使用電力の低減維持のため引き続
き「工場ムダ取り隊」による省エネルギーの徹底、休日における
適正なエネルギー使用の点検などを実施しました。また、工場
の一部設備に、使用電
力を示すモニターを
設置し、電力使用量を
「見える化」することに
よって、ムダを発見す
る取り組みを行いま
した。さらに国内外関

温暖化防止車両の軽量化や多様なエネルギーへの対応を強化するとともに
生産性の向上と物流の効率化を図り、CO₂排出量の低減を推進しています。

断熱塗料を生産設備に塗布し、表面温度を下げることによって、ムダ
な放熱を抑えることで使用電力を低減しました。例えば、射出成形機
のシリンダーカバーでは、表面温度が23度下がり、使用電力が約6％
低減できました。また、空調にかかるエネルギーの低減のほか、作業
環境の向上という効果も得られました。塗料の塗布は従業員が内製
で行い、対象設備の約50％が完了しています。今後も引き続き適用
設備を拡大していく計画です。

例
介

事
紹 生産設備への断熱塗料適用

生 産

温暖化防止

エネルギーのムダ削減とCO₂排出量の低減生産

成形時間を約30％短縮することで、生産工程における使用電力を約
20％低減しました。 
従来、CVJブーツ蛇腹部の内側部分は金型から外しにくいため、ブロー
成形で生産していました。新工法として、金型内部を分割する構造の
開発により、蛇腹部の取り外しを容易にするとともに、ミクロン単位の
精密な加工により、分割しても隙間ができない金型を製造することで、
射出成形による生産を実現しました。 現在、量産を開始したところです
が、順次拡大していく計画です。 

例
介

事
紹 CVJ※ブーツ生産の省エネ新工法開発

生 産

係会社に豊田合成で行った取り組み事例を紹介するとともに、
取り組み内容の点検・指導を行い改善につなげるなど、グルー
プとして温暖化防止活動を拡充しました。また、当社では、
Scope3※を考慮した排出量の算出をスタートしました。

■ CO₂排出量の推移（本体）

※CO₂換算係数は、次の数値を使用
　電力：0.3817kg-CO₂/kWh  A重油：2.7kg-CO₂/L LPG：3.0094kg-CO₂/kg
　都市ガス：2.3576kg-CO₂/Nm3 灯油：2.5308kg-CO₂/L

7

0

14

排
出
量（
万
t

－

CO2
）

本体目標
'90年度比
14％減

'90
(基準年)

'11'09 '10

11.6

（年度）

改善前 改善後

表面温度
23℃低下
使用電力
6％減

最高温度：99℃ 最高温度：76℃

■ 売上高当りCO₂排出量（指数）の推移（本体）

売
上
高
当
り
排
出
量（
指
数
）

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値

60

80

0
'03

(基準年)

100

'12

64

'09 '10 '11 （年度）

■ 売上高当りCO₂排出量（指数）の推移 （グローバル）

売
上
高
当
り
排
出
量（
指
数
）

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値

　Scope1 :企業自身が直接排出した温室効果ガス排出量
            　（化石燃料・天然ガスなど）
　Scope2 :間接的に排出した温室効果ガス排出量（電力など）
※Scope3 :企業が間接的に排出するサプライチェーンでの温室
            　効果ガス排出量（製造、輸送、出張、通勤など）

60

80

（年度）
0

'03
(基準年)

100

'10 '11 '12'09

グローバル目標
'03年度比
31％減

34［1］

427t［1］
本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当りVOC排出量
VOC排出量

’03年度比54％減
’03年度比50％減

’03年度比66％減
’03年度比58％減

テーマ ２０１2年度の活動結果実施事項 掲 載
ページ
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P42⑤ VOC※1排出量の低減
● 塗料の水性化・低溶剤化や洗浄シンナーの代替化・使用量適正化

   による低減の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P46⑦ 工場の森づくりの推進
● 10年間（’09年度～）で、国内外の約60拠点に約60万本を植樹する

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P43
P44

⑩ 環境意識の向上

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P47⑮ 社内でのＬＥＤ活用拡大

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P47⑯ ＬＥD事業の拡大

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P43
P43
P44
P45
P45

⑪ 連結環境マネジメントの強化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P30⑫ ビジネスパートナーと連携した環境活動の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P23
⑬ 環境情報の開示

⑭ 製品開発における環境影響評価（LCA※2）の推進

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
P31 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
P33

⑧ 社会貢献活動の推進

－

－

⑨ 環境政策への貢献

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P42

VOC排出量低減における取り組み事例
̶ ホイールキャップ塗装のUV塗料化
̶ ウレタンハンドル成形金型用離型剤の水系化

工場の森づくりの取り組み事例
̶ 国内外4拠点に植樹（累計13拠点、約17万9,000本）

環境意識の向上
̶ 体系的な環境教育の実施
̶ 環境月間などでの啓発活動

社内でのLED活用拡大
̶ 国内事業所蛍光灯照明のLED化

LED事業の拡大
̶ 照明用LED事業の拡大

連結環境マネジメント強化
̶ 国内、海外拠点ISO14001取得、審査状況
̶ 環境監査（内部環境監査、外部環境審査）
̶ グローバル連結環境マネジメント
̶ 国内関係会社の取り組み（TGAP株式会社）
̶ 海外関係会社の取り組み
　（Toyoda Gosei （Thailand） Co., Ltd.）

調達方針の浸透推進
̶ 調達方針説明会の開催
̶ 環境負荷物質管理体制のグローバル展開

環境情報の開示
̶ 「ライティングジャパン2013」に出展
̶ 「豊田合成レポート2012」の発行

CO₂、製品リサイクル性への取り組み度合いの見える化

地域社会における取り組み事例
̶ 地域清掃活動を実施
̶ グローバル一斉社会貢献活動を実施

日本自動車部品工業会、日本ゴム工業会などの
環境政策に参画

EU REACH規則、中国・韓国などの規制・法令対応⑥ 製品含有化学物質の管理充実
● グローバルな製品含有化学物質管理の推進

※1 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）　　　　
※2 LCA：Life Cycle Assessment  [製品の生産・使用・廃棄にいたるライフサイクルでの環境影響（CO₂排出量等）を評価すること]　
［1］ 基準年の数値を100とした場合の数値　　［2］ ○：第5次環境取り組みプラン2012年度目標達成、×：第5次環境取り組みプラン2012年度目標未達成　　
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※CVJ:Constant Velocity Joint

'12
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外部環境審査

メッセナゴヤ2012

海外現地環境監査

9.9
本体目標
'03年度比
26％減
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TOYODA  GOSEI  REPORT  2013　3837　TOYODA  GOSEI  REPORT  2013 効率よく結果の出る実験計画を立て装置の消費電力を低減します（開発部、銀賞）私の省エネ宣言次ページから「私の省エネ宣言」の入賞宣言を紹介します（「私の省エネ宣言」の詳細は44ページ）

CVJ

CVJブーツ

蛇腹部

断面図
従来

（ブロー成形）
新工法

（射出成形）

使
用
電
力（
kwh
）

射出成形機
シリンダー
カバー

約20％減

豊田合成グループは、生産性の向上とエネルギー使用量の低
減によって温暖化防止を進めています。2012年度は、東日本大
震災後のピーク電力抑制、使用電力の低減維持のため引き続
き「工場ムダ取り隊」による省エネルギーの徹底、休日における
適正なエネルギー使用の点検などを実施しました。また、工場
の一部設備に、使用電
力を示すモニターを
設置し、電力使用量を
「見える化」することに
よって、ムダを発見す
る取り組みを行いま
した。さらに国内外関

温暖化防止車両の軽量化や多様なエネルギーへの対応を強化するとともに
生産性の向上と物流の効率化を図り、CO₂排出量の低減を推進しています。

断熱塗料を生産設備に塗布し、表面温度を下げることによって、ムダ
な放熱を抑えることで使用電力を低減しました。例えば、射出成形機
のシリンダーカバーでは、表面温度が23度下がり、使用電力が約6％
低減できました。また、空調にかかるエネルギーの低減のほか、作業
環境の向上という効果も得られました。塗料の塗布は従業員が内製
で行い、対象設備の約50％が完了しています。今後も引き続き適用
設備を拡大していく計画です。

例
介

事
紹 生産設備への断熱塗料適用

生 産

温暖化防止

エネルギーのムダ削減とCO₂排出量の低減生産

成形時間を約30％短縮することで、生産工程における使用電力を約
20％低減しました。 
従来、CVJブーツ蛇腹部の内側部分は金型から外しにくいため、ブロー
成形で生産していました。新工法として、金型内部を分割する構造の
開発により、蛇腹部の取り外しを容易にするとともに、ミクロン単位の
精密な加工により、分割しても隙間ができない金型を製造することで、
射出成形による生産を実現しました。 現在、量産を開始したところです
が、順次拡大していく計画です。 

例
介

事
紹 CVJ※ブーツ生産の省エネ新工法開発

生 産

係会社に豊田合成で行った取り組み事例を紹介するとともに、
取り組み内容の点検・指導を行い改善につなげるなど、グルー
プとして温暖化防止活動を拡充しました。また、当社では、
Scope3※を考慮した排出量の算出をスタートしました。

■ CO₂排出量の推移（本体）

※CO₂換算係数は、次の数値を使用
　電力：0.3817kg-CO₂/kWh  A重油：2.7kg-CO₂/L LPG：3.0094kg-CO₂/kg
　都市ガス：2.3576kg-CO₂/Nm3 灯油：2.5308kg-CO₂/L

7

0

14

排
出
量（
万
t

－

CO2
）

本体目標
'90年度比
14％減

'90
(基準年)

'11'09 '10

11.6

（年度）

改善前 改善後

表面温度
23℃低下
使用電力
6％減

最高温度：99℃ 最高温度：76℃

■ 売上高当りCO₂排出量（指数）の推移（本体）
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上
高
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り
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出
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指
数
）

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値
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0
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■ 売上高当りCO₂排出量（指数）の推移 （グローバル）

売
上
高
当
り
排
出
量（
指
数
）

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値

　Scope1 :企業自身が直接排出した温室効果ガス排出量
            　（化石燃料・天然ガスなど）
　Scope2 :間接的に排出した温室効果ガス排出量（電力など）
※Scope3 :企業が間接的に排出するサプライチェーンでの温室
            　効果ガス排出量（製造、輸送、出張、通勤など）

60

80

（年度）
0

'03
(基準年)

100

'10 '11 '12'09

グローバル目標
'03年度比
31％減

34［1］

427t［1］
本体

項　目 2012年度目標 2012年度実績 評価［2］

売上高当りVOC排出量
VOC排出量

’03年度比54％減
’03年度比50％減

’03年度比66％減
’03年度比58％減

テーマ ２０１2年度の活動結果実施事項 掲 載
ページ

環
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P42⑤ VOC※1排出量の低減
● 塗料の水性化・低溶剤化や洗浄シンナーの代替化・使用量適正化

   による低減の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P46⑦ 工場の森づくりの推進
● 10年間（’09年度～）で、国内外の約60拠点に約60万本を植樹する

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P43
P44

⑩ 環境意識の向上

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P47⑮ 社内でのＬＥＤ活用拡大

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P47⑯ ＬＥD事業の拡大

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P43
P43
P44
P45
P45

⑪ 連結環境マネジメントの強化

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P30⑫ ビジネスパートナーと連携した環境活動の推進

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P23
⑬ 環境情報の開示

⑭ 製品開発における環境影響評価（LCA※2）の推進

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
P31 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
P33

⑧ 社会貢献活動の推進

－

－

⑨ 環境政策への貢献

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P42

VOC排出量低減における取り組み事例
̶ ホイールキャップ塗装のUV塗料化
̶ ウレタンハンドル成形金型用離型剤の水系化

工場の森づくりの取り組み事例
̶ 国内外4拠点に植樹（累計13拠点、約17万9,000本）

環境意識の向上
̶ 体系的な環境教育の実施
̶ 環境月間などでの啓発活動

社内でのLED活用拡大
̶ 国内事業所蛍光灯照明のLED化

LED事業の拡大
̶ 照明用LED事業の拡大

連結環境マネジメント強化
̶ 国内、海外拠点ISO14001取得、審査状況
̶ 環境監査（内部環境監査、外部環境審査）
̶ グローバル連結環境マネジメント
̶ 国内関係会社の取り組み（TGAP株式会社）
̶ 海外関係会社の取り組み
　（Toyoda Gosei （Thailand） Co., Ltd.）

調達方針の浸透推進
̶ 調達方針説明会の開催
̶ 環境負荷物質管理体制のグローバル展開

環境情報の開示
̶ 「ライティングジャパン2013」に出展
̶ 「豊田合成レポート2012」の発行

CO₂、製品リサイクル性への取り組み度合いの見える化

地域社会における取り組み事例
̶ 地域清掃活動を実施
̶ グローバル一斉社会貢献活動を実施

日本自動車部品工業会、日本ゴム工業会などの
環境政策に参画

EU REACH規則、中国・韓国などの規制・法令対応⑥ 製品含有化学物質の管理充実
● グローバルな製品含有化学物質管理の推進

※1 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）　　　　
※2 LCA：Life Cycle Assessment  [製品の生産・使用・廃棄にいたるライフサイクルでの環境影響（CO₂排出量等）を評価すること]　
［1］ 基準年の数値を100とした場合の数値　　［2］ ○：第5次環境取り組みプラン2012年度目標達成、×：第5次環境取り組みプラン2012年度目標未達成　　
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※CVJ:Constant Velocity Joint

'12

使用電力見える化モニター

外部環境審査

メッセナゴヤ2012

海外現地環境監査

9.9
本体目標
'03年度比
26％減
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TOYODA  GOSEI  REPORT  2013　4039　TOYODA  GOSEI  REPORT  2013 発注効率を上げ、同仕入れ先への注文は納入日を統一し、納入便数を減らしてCO₂削減に努めます（ティージーオプシード（株）、銅賞）私の省エネ宣言設備点検を確実に行い、ムダに消費している部位の処置、改善に努めます（製造技術室、銀賞）私の省エネ宣言

燃料挿入口に取り付けるフューエルフィラ－リッドを、従来の金属から樹脂化するこ
とで、約２０％の軽量化を実現しました。また、樹脂化によって、リッドを直接押して開
け閉めする機構（プッシュ－プッシュ方式）の採用が可能となり、オープンスイッチや配線が不要となるため、車両としての軽量化とともに
操作性の向上が図れました。このほか構造解析などを駆使し、樹脂化設計を行い金属製以上の建て付け性を確立することができました。
今後も適用車種を拡大していくとともに、燃料挿入口の蓋についても樹脂化を目指し開発を進めていきます。

排出物の低減やリサイクル設計を通して資源を有効に利用するとともに、
資源循環型社会の実現に貢献しています。

豊田合成グループは、発生源対策とリサイクルの推進によって、
排出物の低減活動を進めています。
2012年度は、社内外の優秀な低減事例の水平展開によって活
動を促進するとともに、従来から行っている不良対策・歩留り対
策によるゴム・樹脂屑の低減、廃液の低減に継続して取り組み、

2012年度目標を達成しました。さらに国内関係会社におい
ても現地・現物で点検・指導を行い、ムダの徹底排除に取り組む
ことで、国内連結目標も達成しています。今後は2015年度目標
の達成に向けて海外拠点を含めたグループ全体での取り組み
を強化・拡充していきます。

CO₂以外の温室効果ガスの中で低減を求められている5種類
のガスのうち、当社が使用する3つのガスについての取り組み
を進めています。2010年度はLEDチップ製造で使用するクリー
ニングガス、2011年度はハンドル芯金の生産で使用するシール
ドガスを代替ガスに切り替えました。2012年度はこれら代替ガ
スへの切り替え計画設備をさらに拡大させ、2003年比35％低
減しました。

■ 温室効果ガス（5ガス）排出量（CO₂換算）の推移（本体）

1.0

（年度）
0

2.0
排
出
量（
万
t

－

CO2
）

2.0

'03
(基準年)

'11'09 '10 '12

資源有効利用

温室効果ガス（5ガス）の低減

排出物（廃棄物）の低減生産

社内再利用量
5,000t

焼却廃棄物量 11t
〈0.1%〉

埋立廃棄物量 0t
〈0%〉

有償リサイクル量（売却）
3,836t
〈31.6%〉

逆有償リサイクル量（支払）
8,289t
〈68.3%〉

排出物量
12,136t
〈100%〉

〈　〉内は排出物量に対する比率

■ 廃棄物発生量・処理状況（2012年度実績）

製品輸送時の通い箱に使用する梱包材の使用量を低減するため
に、毎年目標を設定し、最終目標である「使い捨て梱包材ゼロ」を
目指し、改善活動を推進しています。
2012年度は、不要な梱包材を極力低減するため、通い箱への蓋
の設置や、再利用可能な仕切り（保護材）を通い箱内に設置する
などの改善を行い、様々な視点から梱包材使用量の低減を行い
ました。また、サイズ違いの通い箱の流し方改善と洗浄乾燥機の
スピードアップにより、洗浄できる通い箱数を増やすことで、梱包
材の簡略化対象数を拡大しました。
その結果、売上高当りの梱包材使用量を2003年比71％低減し
ました。今後も最終目標に向け、低減活動を推進していきます。

製品梱包材の低減物流

■ 売上高当り排出物量（指数）の推移（国内）
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※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値
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■ 売上高当り排出物量（指数）の推移（本体）
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※売上高当り排出物量（指数）は'03年度を100とした数値
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■ 排出物量の推移（本体）
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輸送におけるCO₂を低減するために、積載効率の向上、物流動線
の短縮、生産量に応じた配車手配（現地、現物、現実）を基本に活
動しています。2010年のみよし物流センター設立に続き、2012
年度は一宮物流センターを拡張しました。これにより、当社の各
生産拠点を回り、顧客へ納入する物流方式を改め、東方面の顧客
へはみよし物流センター、西方面の顧客へは一宮物流センター
を起点とした集約輸送が完成し、さらなる輸送・積載効率の向上
を図ることができました。また、遠隔地である東北地区を対象に

鉄道輸送を拡大するとともに、通い箱に「折りたたみ式」を採用
し、空箱回収時の積載容積を少なくすることで、復路便における
コンテナ数を減らしました。今後も、従来活動に加え、新しいアイ
デアで輸送ロスの低減活動を推進していきます。

■ 物流CO₂排出量・売上高当り物流CO₂排出量（指数）の推移（本体）

輸送ロス低減活動の推進物流

■ 物流CO₂低減活動の3つの柱

輸送及び積載効率を高め配車便数を少なくする活動1
ルート変更や顧客近隣生産による動線短縮2
CO₂排出量の少ない輸送手段を追求3 ※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値

※範囲：納入物流、工程内物流、調達物流
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当社では製品・技術開発において軽量化に取り組んでいます。
開発設計における環境マネジメントシステムの一環として、
2011年度から各担当者がどのように軽量化を実現しようとし
ているかを「見える化」する取り組みを行っており、2012年度

はそれを定着させ、全製品に拡大しました。例えばガラスランや
フューエルフィラーリッドの軽量化、樹脂製品の薄肉化などの技
術による車両の軽量化。また、クリーンエネルギー車や燃料多
様車への対応も推進しています。

ウィンドウガラスの昇降をスムーズにし、雨やほこり・音の侵入を防ぐガラスラ
ンに使用しているTPV（樹脂材料）を微発泡させることによって、約30％の軽量
化を実現しました。同一部品の中で、機能面からソリッド材料と微発泡材料を使
い分けることで、機能を損なうことなく軽量化することができました。また、被膜をかけるなどの工夫により、外観の悪化を防いで
います。今後も引き続き軽量化と遮音性の両立を目指して開発を進めていきます。

TPVガラスランの発泡化
例
介

事
紹

製 品

フューエルフィラ－リッドの樹脂化
例
介

事
紹

製 品

車両軽量化とクリーンエネルギーへの対応製品

開発品従来品

約30％
軽量化 発泡TPV

材料

被膜

■ 製品梱包材の使用量・売上高当り使用量（指数）の推移（本体）
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TOYODA  GOSEI  REPORT  2013　4039　TOYODA  GOSEI  REPORT  2013 発注効率を上げ、同仕入れ先への注文は納入日を統一し、納入便数を減らしてCO₂削減に努めます（ティージーオプシード（株）、銅賞）私の省エネ宣言設備点検を確実に行い、ムダに消費している部位の処置、改善に努めます（製造技術室、銀賞）私の省エネ宣言

燃料挿入口に取り付けるフューエルフィラ－リッドを、従来の金属から樹脂化するこ
とで、約２０％の軽量化を実現しました。また、樹脂化によって、リッドを直接押して開
け閉めする機構（プッシュ－プッシュ方式）の採用が可能となり、オープンスイッチや配線が不要となるため、車両としての軽量化とともに
操作性の向上が図れました。このほか構造解析などを駆使し、樹脂化設計を行い金属製以上の建て付け性を確立することができました。
今後も適用車種を拡大していくとともに、燃料挿入口の蓋についても樹脂化を目指し開発を進めていきます。

排出物の低減やリサイクル設計を通して資源を有効に利用するとともに、
資源循環型社会の実現に貢献しています。

豊田合成グループは、発生源対策とリサイクルの推進によって、
排出物の低減活動を進めています。
2012年度は、社内外の優秀な低減事例の水平展開によって活
動を促進するとともに、従来から行っている不良対策・歩留り対
策によるゴム・樹脂屑の低減、廃液の低減に継続して取り組み、

2012年度目標を達成しました。さらに国内関係会社におい
ても現地・現物で点検・指導を行い、ムダの徹底排除に取り組む
ことで、国内連結目標も達成しています。今後は2015年度目標
の達成に向けて海外拠点を含めたグループ全体での取り組み
を強化・拡充していきます。

CO₂以外の温室効果ガスの中で低減を求められている5種類
のガスのうち、当社が使用する3つのガスについての取り組み
を進めています。2010年度はLEDチップ製造で使用するクリー
ニングガス、2011年度はハンドル芯金の生産で使用するシール
ドガスを代替ガスに切り替えました。2012年度はこれら代替ガ
スへの切り替え計画設備をさらに拡大させ、2003年比35％低
減しました。

■ 温室効果ガス（5ガス）排出量（CO₂換算）の推移（本体）
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温室効果ガス（5ガス）の低減

排出物（廃棄物）の低減生産

社内再利用量
5,000t

焼却廃棄物量 11t
〈0.1%〉

埋立廃棄物量 0t
〈0%〉

有償リサイクル量（売却）
3,836t
〈31.6%〉

逆有償リサイクル量（支払）
8,289t
〈68.3%〉

排出物量
12,136t
〈100%〉

〈　〉内は排出物量に対する比率

■ 廃棄物発生量・処理状況（2012年度実績）

製品輸送時の通い箱に使用する梱包材の使用量を低減するため
に、毎年目標を設定し、最終目標である「使い捨て梱包材ゼロ」を
目指し、改善活動を推進しています。
2012年度は、不要な梱包材を極力低減するため、通い箱への蓋
の設置や、再利用可能な仕切り（保護材）を通い箱内に設置する
などの改善を行い、様々な視点から梱包材使用量の低減を行い
ました。また、サイズ違いの通い箱の流し方改善と洗浄乾燥機の
スピードアップにより、洗浄できる通い箱数を増やすことで、梱包
材の簡略化対象数を拡大しました。
その結果、売上高当りの梱包材使用量を2003年比71％低減し
ました。今後も最終目標に向け、低減活動を推進していきます。

製品梱包材の低減物流

■ 売上高当り排出物量（指数）の推移（国内）
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輸送におけるCO₂を低減するために、積載効率の向上、物流動線
の短縮、生産量に応じた配車手配（現地、現物、現実）を基本に活
動しています。2010年のみよし物流センター設立に続き、2012
年度は一宮物流センターを拡張しました。これにより、当社の各
生産拠点を回り、顧客へ納入する物流方式を改め、東方面の顧客
へはみよし物流センター、西方面の顧客へは一宮物流センター
を起点とした集約輸送が完成し、さらなる輸送・積載効率の向上
を図ることができました。また、遠隔地である東北地区を対象に

鉄道輸送を拡大するとともに、通い箱に「折りたたみ式」を採用
し、空箱回収時の積載容積を少なくすることで、復路便における
コンテナ数を減らしました。今後も、従来活動に加え、新しいアイ
デアで輸送ロスの低減活動を推進していきます。

■ 物流CO₂排出量・売上高当り物流CO₂排出量（指数）の推移（本体）

輸送ロス低減活動の推進物流

■ 物流CO₂低減活動の3つの柱

輸送及び積載効率を高め配車便数を少なくする活動1
ルート変更や顧客近隣生産による動線短縮2
CO₂排出量の少ない輸送手段を追求3 ※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値

※範囲：納入物流、工程内物流、調達物流
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当社では製品・技術開発において軽量化に取り組んでいます。
開発設計における環境マネジメントシステムの一環として、
2011年度から各担当者がどのように軽量化を実現しようとし
ているかを「見える化」する取り組みを行っており、2012年度

はそれを定着させ、全製品に拡大しました。例えばガラスランや
フューエルフィラーリッドの軽量化、樹脂製品の薄肉化などの技
術による車両の軽量化。また、クリーンエネルギー車や燃料多
様車への対応も推進しています。

ウィンドウガラスの昇降をスムーズにし、雨やほこり・音の侵入を防ぐガラスラ
ンに使用しているTPV（樹脂材料）を微発泡させることによって、約30％の軽量
化を実現しました。同一部品の中で、機能面からソリッド材料と微発泡材料を使
い分けることで、機能を損なうことなく軽量化することができました。また、被膜をかけるなどの工夫により、外観の悪化を防いで
います。今後も引き続き軽量化と遮音性の両立を目指して開発を進めていきます。

TPVガラスランの発泡化
例
介

事
紹

製 品

フューエルフィラ－リッドの樹脂化
例
介

事
紹

製 品

車両軽量化とクリーンエネルギーへの対応製品

開発品従来品

約30％
軽量化 発泡TPV

材料

被膜

■ 製品梱包材の使用量・売上高当り使用量（指数）の推移（本体）
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当社は車のライフサイクル全体を考えたリサイクルを意識した
製品の開発・設計、リサイクル技術の開発を推進しています。
2012年度は前年度に引き続き、ゴム製品など高分子材料の再
生利用の拡大を目指して、高い技術が要求される数種類のゴム
やゴムと異なる素材が複合した製品のリサイクルに取り組みま
した。品質を維持・向上させながら、再生ゴムの混合率を前年度
からさらに向上させることができました。今後はこれらの取り組
みをさらに拡充していきます。

当社は、資源としての水を最適利用するため水使用量の低減に
取り組んでいます。2012年度は、前年度に引き続き冷却塔の
補給水の節水、漏水対策などの活動に力を注いだ結果、2003
年比13％低減しました。これらの活動とともに、今後は、冷却塔
の補給水をさらに節水していくため、水質改善装置を利用した
排水の再利用を検討していきます。

■ 水使用量の推移（本体）
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水使用量の低減

リサイクル技術製品

世界的に強化されている環境負荷物質規制に適切に対応し、
使用材料及び製造工程の見直しを進めています。

生産工程では、ホイールキャップ塗料の低溶剤化やガラスラン
の塗装レス化適用製品の拡大などにより、PRTR※1やVOC※2対
象物質を低減しました。また、生産環境分科会の下部組織であ
るVOC低減ワーキンググループを中心に部署間の情報交換や

好事例の紹介などを行い、環境負荷物質低減活動を全社で推
進しました。今後も塗料や洗浄シンナーの使用量低減を進めて
いきます。
※1 PRTR：Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度）
※2 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）

環境負荷物質管理・低減

生産工程における環境負荷物質の低減

当社はグローバル企業として、各国・地域の規制情報入手に努
め、海外の関係会社と連携して様々な規制に対応しています。
環境負荷物質に対する規制は国際的にも年々厳しくなってお
り、新たな規制を設ける国・地域も増加しています。
2012年度は欧州連合（EU）における高懸念物質が追加され、
迅速に対応するとともに、中国・韓国などで実施された規制・法
改正にも対応しました。また、将来の規制強化に対する準備とし
て積極的に情報収集を行い、規制内容の公開後、即座に対応で
きるようにしています。さらに自動車工業会の自主規制に応じ
て、車室内VOC低減に取り組み、内装部品にVOCを含まない
接着剤や水系塗料を使用するなど、使用材料・製造工程の見直
しを継続的に行っています。
自動車メーカーにとって各国・地域の厳しい規制への対応は不
可決であり、自動車メーカーに製品を納入する当社も同様に対
応が求められており、今後も化学物質管理を充実・強化してい
きます。

製品含有化学物質の管理充実

■ ELV※部品リサイクルに向けた技術開発

重点項目 取り組み方策

・新規再生処理技術（高品質マテリアルリサイクル）
・複合素材分離技術

・リサイクル材用途開発
・ELV部品再生処理技術

・リサイクル容易な素材､構成への変更
・解体容易な製品設計

新規リサイクル

リサイクル材の
車両搭載

リサイクルしやすい
製品設計

※ELV：End of Life Vehicle（使用済車両）

■ PRTR対象物質の排出・移動状況（2012年度実績）
（単位：t ） 大気への

排出量
146
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201

ホイールキャップの塗装に、有機溶剤が少ないUV塗料を採用した結果、塗料使用量
が減り、VOC排出量62％減を実現しました。さらに、乾燥工程を従来よりも短くする
ことができました。
UV塗料は高価なため全体の使用量を抑え、コスト面で従来品と差が出ないように
塗料設計を行いました。また、UV塗料は光を透過しないと硬化不良を起こしやすい
という課題があるため、顔料や金属を混ぜても硬化不良を起こさないように塗料設
計するとともに、凹凸にも対応できる光の当て方を確立しました。現在はホイール
キャップ生産の約30％がUV塗装ですが、今後はその比率を高めていく計画です。
さらにホイールキャップ以外にも適用アイテムを拡大する方向で研究開発を行って
いきます。

ホイールキャップ塗装のUV塗料化例
介

事
紹

ウレタンハンドルを生産する際の金型に塗布する離型剤を、溶剤系から水系100％に
切り替え、VOC排出量100％減を実現しました。この取り組みによって有機溶剤の使
用がなくなり、人体への影響も軽減されました。水系は溶剤系と異なり揮発しにくい
ため、離型剤の品質安定という効果も得られました。
水系は乾燥しにくいという課題がありますが、試行を繰り返す中で、乾燥しやすい最適な
塗布量と方法を実現しました。現在、水系離型剤を使った製品は全体の5～10％程度で
すが、今後は拡大する方向で進めており、海外拠点も含めた導入を検討していきます。

ウレタンハンドル成形金型用離型剤の水系化例
介

事
紹

※売上高当り排出量（指数）は'03年度を100とした数値
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TOYODA  GOSEI  REPORT  2013　4241　TOYODA  GOSEI  REPORT  2013 連続稼動試験を集約し、稼働時間の縮小に努めます（材料技術部、銅賞）私の省エネ宣言自動設備を設置する時は一定の空運転時間で自動的に電源を切る回路を付加します（製造技術第1課、銅賞）私の省エネ宣言

当社は車のライフサイクル全体を考えたリサイクルを意識した
製品の開発・設計、リサイクル技術の開発を推進しています。
2012年度は前年度に引き続き、ゴム製品など高分子材料の再
生利用の拡大を目指して、高い技術が要求される数種類のゴム
やゴムと異なる素材が複合した製品のリサイクルに取り組みま
した。品質を維持・向上させながら、再生ゴムの混合率を前年度
からさらに向上させることができました。今後はこれらの取り組
みをさらに拡充していきます。

当社は、資源としての水を最適利用するため水使用量の低減に
取り組んでいます。2012年度は、前年度に引き続き冷却塔の
補給水の節水、漏水対策などの活動に力を注いだ結果、2003
年比13％低減しました。これらの活動とともに、今後は、冷却塔
の補給水をさらに節水していくため、水質改善装置を利用した
排水の再利用を検討していきます。

■ 水使用量の推移（本体）

200

100

（年度）
0

300

水
使
用
量（
万
t
）

184

'03
(基準年)

'11'09 '10 '12

水使用量の低減

リサイクル技術製品

世界的に強化されている環境負荷物質規制に適切に対応し、
使用材料及び製造工程の見直しを進めています。

生産工程では、ホイールキャップ塗料の低溶剤化やガラスラン
の塗装レス化適用製品の拡大などにより、PRTR※1やVOC※2対
象物質を低減しました。また、生産環境分科会の下部組織であ
るVOC低減ワーキンググループを中心に部署間の情報交換や

好事例の紹介などを行い、環境負荷物質低減活動を全社で推
進しました。今後も塗料や洗浄シンナーの使用量低減を進めて
いきます。
※1 PRTR：Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度）
※2 VOC：Volatile Organic Compounds（揮発性有機化合物）

環境負荷物質管理・低減

生産工程における環境負荷物質の低減

当社はグローバル企業として、各国・地域の規制情報入手に努
め、海外の関係会社と連携して様々な規制に対応しています。
環境負荷物質に対する規制は国際的にも年々厳しくなってお
り、新たな規制を設ける国・地域も増加しています。
2012年度は欧州連合（EU）における高懸念物質が追加され、
迅速に対応するとともに、中国・韓国などで実施された規制・法
改正にも対応しました。また、将来の規制強化に対する準備とし
て積極的に情報収集を行い、規制内容の公開後、即座に対応で
きるようにしています。さらに自動車工業会の自主規制に応じ
て、車室内VOC低減に取り組み、内装部品にVOCを含まない
接着剤や水系塗料を使用するなど、使用材料・製造工程の見直
しを継続的に行っています。
自動車メーカーにとって各国・地域の厳しい規制への対応は不
可決であり、自動車メーカーに製品を納入する当社も同様に対
応が求められており、今後も化学物質管理を充実・強化してい
きます。

製品含有化学物質の管理充実

■ ELV※部品リサイクルに向けた技術開発

重点項目 取り組み方策

・新規再生処理技術（高品質マテリアルリサイクル）
・複合素材分離技術

・リサイクル材用途開発
・ELV部品再生処理技術

・リサイクル容易な素材､構成への変更
・解体容易な製品設計

新規リサイクル

リサイクル材の
車両搭載

リサイクルしやすい
製品設計

※ELV：End of Life Vehicle（使用済車両）

■ PRTR対象物質の排出・移動状況（2012年度実績）
（単位：t ） 大気への
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ホイールキャップの塗装に、有機溶剤が少ないUV塗料を採用した結果、塗料使用量
が減り、VOC排出量62％減を実現しました。さらに、乾燥工程を従来よりも短くする
ことができました。
UV塗料は高価なため全体の使用量を抑え、コスト面で従来品と差が出ないように
塗料設計を行いました。また、UV塗料は光を透過しないと硬化不良を起こしやすい
という課題があるため、顔料や金属を混ぜても硬化不良を起こさないように塗料設
計するとともに、凹凸にも対応できる光の当て方を確立しました。現在はホイール
キャップ生産の約30％がUV塗装ですが、今後はその比率を高めていく計画です。
さらにホイールキャップ以外にも適用アイテムを拡大する方向で研究開発を行って
いきます。

ホイールキャップ塗装のUV塗料化例
介

事
紹

ウレタンハンドルを生産する際の金型に塗布する離型剤を、溶剤系から水系100％に
切り替え、VOC排出量100％減を実現しました。この取り組みによって有機溶剤の使
用がなくなり、人体への影響も軽減されました。水系は溶剤系と異なり揮発しにくい
ため、離型剤の品質安定という効果も得られました。
水系は乾燥しにくいという課題がありますが、試行を繰り返す中で、乾燥しやすい最適な
塗布量と方法を実現しました。現在、水系離型剤を使った製品は全体の5～10％程度で
すが、今後は拡大する方向で進めており、海外拠点も含めた導入を検討していきます。

ウレタンハンドル成形金型用離型剤の水系化例
介
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■ VOC排出量・売上高当り排出量（指数）の推移（本体）
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                                               6物質要認可指定

                                   ◆ EU CLP規則
                                   分類、ラベリング届出
　　　　　  ◆ トルコ版 REACH規則

　　　　　 ◆ USA EPAアクションプラン
　　　　　 4物質群検討公表
　　　　                                   2物質群検討公表

　　　　           ◆ 韓国版REACH規則
　　　　        ◆ 韓国版ELV・RoHS規則改正

◆ 中国新化学物質
 環境管理弁法

◆ 台湾化学物質提報及申報

　　　　    ◆ 日本 化審法改正

中国危険化学品安全管理条例◆

州独自規制の動き活発化

今後順次検討物質追加



財
務
報
告

環
境
報
告

社
会
報
告

経
営
報
告

事
業
報
告

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ー
タ

TOYODA  GOSEI  REPORT  2013　4443　TOYODA  GOSEI  REPORT  2013 工程の生産性を向上させ、消費電力を減らせるよう改善を促進します（生産調査部、銅賞）私の省エネ宣言ＮＣデータ作成時「エア低減」「ムダ加工低減」を考えＰＣと設備の使用電力を減らします（金型製造第1課、銅賞）私の省エネ宣言

豊田合成グループ全社が連携して、
環境管理の徹底と環境負荷の低減を推進しています。

豊田合成グループ全体で環境管理と環境負荷低減の活動を積
極的に推進しています。
グループ各社の環境データを国内関係会社は2001年度から、
海外関係会社は2003年度から集計し、その環境データ（CO₂排
出量、排出物量）を基に、2010年までの豊田合成グループの目

標と行動を「第4次環境取り組みプラン」としてまとめ、実践して
きました。2012年度は前年度スタートした「第5次環境取り組み
プラン」の目標達成に向けて、グループ各社との連携強化を図
り、活動を推進しました。

環境経営

豊田合成グループで環境活動を推進

従業員一人ひとりがしっかりとした環境意識を持つとともに、そ
れを行動に移すことができるように、参加型の取り組みを中心

にした活動を展開しています。

2012年度は6月の環境月間に合わせて、豊田合成グループ
全社でポスターの掲示や社内報に環境意識の高揚を図る記
事など、環境に関する情報を掲載しました。特に国内では原子
力発電所の稼動停止を受けて、6月から9月に使用電力の低
減と夏季ピーク電力の抑制に力を注ぎました。また、全従業
員が省エネに対する宣言を行い、宣言通りに行動できたのか
を自己評価する取り組みを展開しました。その宣言の中で効
果が高い省エネ宣言・活動を行った従業員8名を「優秀省エネ
宣言賞」として表彰しました。さらに実りのある活動に重点を

置き、豊田合成本体及び国内関係会社において、現地現物で
の「省エネ点検」「環境管理点検」を実施しました。

■ 西溝口工場
西溝口工場では、環境活動の一つとしてｅｃｏ検定合格者による
環境教育を、環境月間である6月に開催しています。2012年度は
各職場の合格者を講師として、大気をテーマに職場ごとに開催
し、全員が受講しました。受講後は「大気にやさしい生活宣言」を
受講者全員が行い、環境意識の向上につなげました。また、毎年（7
月・12月）実施されるｅｃｏ検定に6名がチャレンジしました。

■ 尾西工場
尾西工場では、11月の第2日曜日を「尾西工場みどりの日」に制
定し、2012年度も地域住民や従業員の家族を巻き込んだ植樹

や東北沿岸部の防潮堤整備に用いる苗木づくりなどを行い、従
業員や地域住民のエコマインド向上につなげました。また、毎年
（7月・12月）実施されるｅｃｏ検定に28名がチャレンジしました。

■ 平和町工場
平和町工場では、環境意識の向上につなげるため「工場の森づ
くり」で使用する苗木の一部自前化を目指し、約３，６００本の苗
木を育苗しています。また、2013年度は夏に向けてゴーヤのグ
リーンカーテンを設置し、省エネ効果を検証する計画があり、4月
以降苗を植え、その後栽培・収穫を行う予定です。2012年度は
その準備として、ゴーヤの種植えを実施しました。

環境啓発活動を展開

海外関係会社の環境管理体制の整備と環境監査の実施豊田合成グループの従業員に対して、自然破壊や環境汚染など
の環境問題をはじめ、生産活動に伴う環境への影響、環境法令
の順守などに関する教育を行っています。また、その教材につい

ては毎年、法律の動向を踏まえ理解と実践に重点を置いた事例
などを入れ、受講者の理解がより深まる内容に改訂しています。

豊田合成グループ全体で環境教育を推進

当社の内部環境監査は、監査の対象事業所以外のメンバーで
構成したチームで実施します。また、豊田合成グループでは、社
外の審査登録機関である（財）日本品質保証機構（JQA）に審査
を依頼。環境マネジメントシステムがISO14001（2004年度
版）に従い、適正に運営が実施されているかを確認しています。
2012年度も外部環境審査における当社及び関係会社への指
摘はなく、適正な運営が図れています。

環境監査を実施

内部環境監査 外部環境審査

尾西工場／尾西工場みどりの日西溝口工場／環境教育 平和町工場／ゴーヤの種植え

豊田合成グループとして国内外の環境管理レベルの統一化を
図るために、当社本体で蓄積したノウハウやこれまでの経験を
活かした「グローバル環境マネジメントシステム」を策定し、国内
外関係会社の管理体制のレベルアップや情報共有、順法管理
を着実に実施しています。特に中国では、環境法規制及び取り
締まりが強化されているため環境管理体制の強化を図ってい
ます。2009年度から中国生産拠点の現地実態調査・環境課題
抽出及び各拠点長との意見交換を行うとともに、2010年度か
らは管理体制強化の一環として、中国地区の環境統括をしてい
ます。また順次、海外関係会社を訪問し、現地環境監査を実施

しています。2012年度は環境マネジメントシステムの運用状況
の確認と、さらなる相互理解のため、タイのTGT、TGRTの現地環
境監査を実施しまし
た。2013年度も引き
続き現地環境監査を
実施し、環境マネジメ
ントシステムの徹底と
連携強化を図ってい
ます。

海外現地環境監査

社内報（TG Times)

● ISO14001取得済　新会社、主力工場については稼働3年を目処にISO14001取得

国　　内
関係会社

豊田合成

● 一榮工業㈱ 
● 日乃出ゴム工業㈱　
● 豊田合成インテリア・
　    マニュファクチュアリング㈱
● 海洋ゴム㈱ 
● ティージーオプシード㈱
● 豊信合成㈱ 
● TGAP㈱

● 春日工場
● 西溝口工場
　 岩手工場
● 瀬戸工場
● 稲沢工場
● 尾西工場

● 北九州工場
● 佐賀工場
● 森町工場
● 平和町工場
　 神奈川工場
● 福岡工場

海　　外
関係会社

■ 北米
 ● TG Missouri Corporation
 ● TG Kentucky, LLC
 ● TG Automotive Sealing Kentucky, LLC
 ● TG Fluid Systems USA Corporation
 ● Toyoda Gosei Texas, LLC
 ● TAPEX Mexicana S.A. DE C.V.
 ● Waterville TG Inc.
 ● TG Minto Corporation
 ● Toyoda Gosei Automotive Sealing Mexico S.A DE C.V.

■ 豪亜
 ● Toyoda Gosei （Thailand） Co., Ltd.
 ● Toyoda Gosei Rubber （Thailand） Co., Ltd.
 ● Toyoda Gosei Haiphong Co., Ltd.
 ● TG Kirloskar Automotive Pvt. Ltd.
 ● P. T. Toyoda Gosei Safety Systems Indonesia

 ● Toyoda Gosei Minda India Private Limited
 ● 豊裕股份有限公司
 ● 台裕橡膠工業股份有限公司
 ● Toyoda Gosei Australia （Pty） Ltd.
　 ● 天津豊田合成有限公司
　 ● 天津星光橡塑有限公司
　 ● 豊田合成（張家港）科技有限公司
　 ● 豊田合成（張家港）塑料製品有限公司
　 ● 豊田合成（佛山）橡塑有限公司
　 ● 豊田合成（佛山）汽車部品有限公司
　 ● 福州福裕橡塑工業有限公司
 ● 豊田合成（天津）精密製品有限公司

■ 欧州・アフリカ
　 　 Toyoda Gosei UK Ltd.
 ● Toyoda Gosei Czech, s.r.o.
 ● Toyoda Gosei South Africa （Pty） Ltd.

■ 環境連結対象（生産事業所）

※銀・銅賞受賞者の省エネは、38～44ページの下に記載

電気めっき工程の電力を抑制するため
電気めっき生産条件は品質を満足する
最小電流で設定します

（めっき生技室）

金賞受賞者の省エネ宣言

■ 豊田合成グループ環境教育体系
関係会社

国内豊田合成 海外

全社共通

新任管理者教育

対象者

海外赴任者教育

環境キーマン教育

環境関係資格取得

新入社員教育

環境月間啓発活動

ISO14001
関連

環境スタッフ教育

関係会社
国内豊田合成 海外対象者

内部監査員レベルアップ教育

内部監査員登録教育

管理監督者教育

環境重要設備業務従事者教育

一般従業員教育

環境月間、省エネ月間に啓発活動を実施

各工場の取り組み
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豊田合成グループ全社が連携して、
環境管理の徹底と環境負荷の低減を推進しています。

豊田合成グループ全体で環境管理と環境負荷低減の活動を積
極的に推進しています。
グループ各社の環境データを国内関係会社は2001年度から、
海外関係会社は2003年度から集計し、その環境データ（CO₂排
出量、排出物量）を基に、2010年までの豊田合成グループの目

標と行動を「第4次環境取り組みプラン」としてまとめ、実践して
きました。2012年度は前年度スタートした「第5次環境取り組み
プラン」の目標達成に向けて、グループ各社との連携強化を図
り、活動を推進しました。

環境経営

豊田合成グループで環境活動を推進

従業員一人ひとりがしっかりとした環境意識を持つとともに、そ
れを行動に移すことができるように、参加型の取り組みを中心

にした活動を展開しています。

2012年度は6月の環境月間に合わせて、豊田合成グループ
全社でポスターの掲示や社内報に環境意識の高揚を図る記
事など、環境に関する情報を掲載しました。特に国内では原子
力発電所の稼動停止を受けて、6月から9月に使用電力の低
減と夏季ピーク電力の抑制に力を注ぎました。また、全従業
員が省エネに対する宣言を行い、宣言通りに行動できたのか
を自己評価する取り組みを展開しました。その宣言の中で効
果が高い省エネ宣言・活動を行った従業員8名を「優秀省エネ
宣言賞」として表彰しました。さらに実りのある活動に重点を

置き、豊田合成本体及び国内関係会社において、現地現物で
の「省エネ点検」「環境管理点検」を実施しました。

■ 西溝口工場
西溝口工場では、環境活動の一つとしてｅｃｏ検定合格者による
環境教育を、環境月間である6月に開催しています。2012年度は
各職場の合格者を講師として、大気をテーマに職場ごとに開催
し、全員が受講しました。受講後は「大気にやさしい生活宣言」を
受講者全員が行い、環境意識の向上につなげました。また、毎年（7
月・12月）実施されるｅｃｏ検定に6名がチャレンジしました。

■ 尾西工場
尾西工場では、11月の第2日曜日を「尾西工場みどりの日」に制
定し、2012年度も地域住民や従業員の家族を巻き込んだ植樹

や東北沿岸部の防潮堤整備に用いる苗木づくりなどを行い、従
業員や地域住民のエコマインド向上につなげました。また、毎年
（7月・12月）実施されるｅｃｏ検定に28名がチャレンジしました。

■ 平和町工場
平和町工場では、環境意識の向上につなげるため「工場の森づ
くり」で使用する苗木の一部自前化を目指し、約３，６００本の苗
木を育苗しています。また、2013年度は夏に向けてゴーヤのグ
リーンカーテンを設置し、省エネ効果を検証する計画があり、4月
以降苗を植え、その後栽培・収穫を行う予定です。2012年度は
その準備として、ゴーヤの種植えを実施しました。

環境啓発活動を展開

海外関係会社の環境管理体制の整備と環境監査の実施豊田合成グループの従業員に対して、自然破壊や環境汚染など
の環境問題をはじめ、生産活動に伴う環境への影響、環境法令
の順守などに関する教育を行っています。また、その教材につい

ては毎年、法律の動向を踏まえ理解と実践に重点を置いた事例
などを入れ、受講者の理解がより深まる内容に改訂しています。

豊田合成グループ全体で環境教育を推進

当社の内部環境監査は、監査の対象事業所以外のメンバーで
構成したチームで実施します。また、豊田合成グループでは、社
外の審査登録機関である（財）日本品質保証機構（JQA）に審査
を依頼。環境マネジメントシステムがISO14001（2004年度
版）に従い、適正に運営が実施されているかを確認しています。
2012年度も外部環境審査における当社及び関係会社への指
摘はなく、適正な運営が図れています。

環境監査を実施

内部環境監査 外部環境審査

尾西工場／尾西工場みどりの日西溝口工場／環境教育 平和町工場／ゴーヤの種植え

豊田合成グループとして国内外の環境管理レベルの統一化を
図るために、当社本体で蓄積したノウハウやこれまでの経験を
活かした「グローバル環境マネジメントシステム」を策定し、国内
外関係会社の管理体制のレベルアップや情報共有、順法管理
を着実に実施しています。特に中国では、環境法規制及び取り
締まりが強化されているため環境管理体制の強化を図ってい
ます。2009年度から中国生産拠点の現地実態調査・環境課題
抽出及び各拠点長との意見交換を行うとともに、2010年度か
らは管理体制強化の一環として、中国地区の環境統括をしてい
ます。また順次、海外関係会社を訪問し、現地環境監査を実施

しています。2012年度は環境マネジメントシステムの運用状況
の確認と、さらなる相互理解のため、タイのTGT、TGRTの現地環
境監査を実施しまし
た。2013年度も引き
続き現地環境監査を
実施し、環境マネジメ
ントシステムの徹底と
連携強化を図ってい
ます。

海外現地環境監査

社内報（TG Times)

● ISO14001取得済　新会社、主力工場については稼働3年を目処にISO14001取得

国　　内
関係会社

豊田合成

● 一榮工業㈱ 
● 日乃出ゴム工業㈱　
● 豊田合成インテリア・
　    マニュファクチュアリング㈱
● 海洋ゴム㈱ 
● ティージーオプシード㈱
● 豊信合成㈱ 
● TGAP㈱

● 春日工場
● 西溝口工場
　 岩手工場
● 瀬戸工場
● 稲沢工場
● 尾西工場

● 北九州工場
● 佐賀工場
● 森町工場
● 平和町工場
　 神奈川工場
● 福岡工場

海　　外
関係会社

■ 北米
 ● TG Missouri Corporation
 ● TG Kentucky, LLC
 ● TG Automotive Sealing Kentucky, LLC
 ● TG Fluid Systems USA Corporation
 ● Toyoda Gosei Texas, LLC
 ● TAPEX Mexicana S.A. DE C.V.
 ● Waterville TG Inc.
 ● TG Minto Corporation
 ● Toyoda Gosei Automotive Sealing Mexico S.A DE C.V.

■ 豪亜
 ● Toyoda Gosei （Thailand） Co., Ltd.
 ● Toyoda Gosei Rubber （Thailand） Co., Ltd.
 ● Toyoda Gosei Haiphong Co., Ltd.
 ● TG Kirloskar Automotive Pvt. Ltd.
 ● P. T. Toyoda Gosei Safety Systems Indonesia

 ● Toyoda Gosei Minda India Private Limited
 ● 豊裕股份有限公司
 ● 台裕橡膠工業股份有限公司
 ● Toyoda Gosei Australia （Pty） Ltd.
　 ● 天津豊田合成有限公司
　 ● 天津星光橡塑有限公司
　 ● 豊田合成（張家港）科技有限公司
　 ● 豊田合成（張家港）塑料製品有限公司
　 ● 豊田合成（佛山）橡塑有限公司
　 ● 豊田合成（佛山）汽車部品有限公司
　 ● 福州福裕橡塑工業有限公司
 ● 豊田合成（天津）精密製品有限公司

■ 欧州・アフリカ
　 　 Toyoda Gosei UK Ltd.
 ● Toyoda Gosei Czech, s.r.o.
 ● Toyoda Gosei South Africa （Pty） Ltd.

■ 環境連結対象（生産事業所）

※銀・銅賞受賞者の省エネは、38～44ページの下に記載

電気めっき工程の電力を抑制するため
電気めっき生産条件は品質を満足する
最小電流で設定します

（めっき生技室）

金賞受賞者の省エネ宣言

■ 豊田合成グループ環境教育体系
関係会社

国内豊田合成 海外

全社共通

新任管理者教育

対象者

海外赴任者教育

環境キーマン教育

環境関係資格取得

新入社員教育

環境月間啓発活動

ISO14001
関連

環境スタッフ教育

関係会社
国内豊田合成 海外対象者

内部監査員レベルアップ教育

内部監査員登録教育

管理監督者教育

環境重要設備業務従事者教育

一般従業員教育

環境月間、省エネ月間に啓発活動を実施

各工場の取り組み
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首都バンコクから東南東へ約80ｋmに位置する、タイ国チョンブリ県
アマタ・ナコン工業団地にあるToyoda Gosei （Thailand） Co.,Ltd.
は、電力を海外からも賄っている国内事情から、電気エネルギーを
中心とした省エネ活動を重点に取り組むとともに社会貢献活動に
も広く取り組んでいます。
省エネ活動では、第1・第2工場に設置のコンプレッサー４台にイン
バータを設置するとともに、負荷状況に応じて台数制御することで、
電力使用量を約１７％低減しました。このほか、建屋排気ファンの温
度制御による停止、高効率エアコンへの更新、成型機シリンダー
ヒータの断熱、蛍光灯照明のLED化などにも取り組んでいます。排
出物の低減活動では、グループ内の好事例も取り入れながら発生
源対策と樹脂のリサイクルに取り組んでいます。
2010年、海外拠点初の「工場の森づくり」を行って以来、定期的な
水やりなどの育樹活動によって、２万２，０００本の苗木もすくすく成
長（高さ：10～１1ｍ）し、本来の森の姿をつくりつつあります。
2013年度は新たに１万３，０００本の植樹計画があり、現地の従業員
が中心になって準備を進めています。
社会貢献活動では、マングローブの森林を守る植樹活動や洪水な
ど被災地への寄付などに加え、従業員の出身地を中心に学校の図
書館整備や本の寄贈、給水タンクの設置、トイレの改修・清掃など
に取り組んでいます。また、タイ政府（労働省）から「タイ国労働福
利厚生賞（２年連続）」と県から「職場安全衛生賞（４年連続）」の表彰
を受けました。この賞は、労働環境の整備と福利厚生の充実や従

エアロパーツを中心とした自動車の外装樹脂部品と、インストル
メントパネルやコンソールを中心とした内装樹脂部品の製造・加
工を行うTGAP（株）は、生産面における環境保全活動とともに、
会社周辺の清掃活動に取り組んでいます。
2011年11月、（株）日比プラスチックから「TOYODA GOSEI 
Accessories（用品） Prototype（試作）」の頭文字を取ったTGAP
に社名変更しました。
水使用量の低減活動では、クーリングタワーを設置し、射出成型
時の金型冷却に使う水として循環させることで、2012年度は水
使用量を約９４％低減しました。CO₂排出量の低減活動では、高効
率コンプレッサーの採用やLED照明の導入などを行い、2012年
度は使用電力を約3.5％低減しました。また、「ノー残業デー」の設
定により、より効率的な作業や業務推進（ムリ・ムダ・ムラの撲滅）
を考えるキッカケづくりにも取り組みました。排出物の低減活動
では、設備始動時の捨て打ちや色替えで発生する廃棄樹脂のリ
ペレット化を行っています。このほか発生源対策として工程内に
生産状況のわかる推移グラフやチェック表などを掲示して、いつ

でも上司が異常の有無や処置状況が把握でき、必要な処置を迅
速に取れるよう「見える化」にも取り組んでいます。
近隣地域への活動では、環境保全と社会貢献活動の両面から会
社周辺と近くにある五条川遊歩道の清掃活動を、従業員約２０名
で毎月実施しています。

TGAP株式会社

Toyoda Gosei（Thailand）Co.,Ltd.（TGT）
「工場の森づくり」活動を国内外の拠点に展開

土壌・地下水の保全

PCB含有機器の適正処分と保管

 「異常・苦情ゼロ」活動で管理を強化

豊田合成グループは、コンプライアンスの徹底を図るため「異常・苦
情ゼロ」活動に取り組んでいます。2012年度も他社不具合事例を

分析して、同様の不具合を発生させないよう全社の同類設備の点
検と対策を図ることで、異常・苦情の未然防止につなげています。

有害で難分解性のPCB（ポリ塩化ビフェニル）を含む使用済み
高圧トランスや蛍光灯安定器を厳重に保管し、これまでに電力
コンデンサー65台を適正に処分しています。

関係会社の取り組み事例【 】

TGAP株式会社 清掃活動

Toyoda Gosei（Thailand）Co.,Ltd.

小学校の図書館を整備タイ国労働福利厚生賞(労働省主催)

工場の森づくり

TGT（タイ）〈2010年2月植樹〉

佛山TGR・TGP植樹会（中国） 豊裕植樹会（台湾）

春日工場植樹会（日本）

平和町工場（日本）〈2009年11月植樹〉 〈2012年8月〉 〈2013年3月〉

豊田合成グループは、会社創立60周年を機に2009年から「工場
の森づくり」活動を推進しています。この活動は生態系保護や地
球温暖化対策という基本姿勢にとどまらず、①工場緑化の推進、
②社員の環境意識（エコマインド）の向上と全員参加による一体
感の醸成、③地域の人々と一緒に取り組むことによる地域社会と
の融合の3つを柱に、人と自然が共生できる環境を地域とともに
つくりあげることを目的にしており、国内外約60拠点に約60万
本の植樹を目標に活動しています。合わせて地域の自然環境に
合った樹木をどんぐりから育て、自然の姿に戻す「本物の森づく
り」を進めています。
植樹会は、地域の人々や従業員とその家族も楽しめるようにイベ
ントを盛り込むなど工夫をこらし、参加された方々が一体となれ
る植樹を行っています。さらに植樹した拠点では、定点観測を
行って育成状況を記録し、従業員が草取りを行うなど、拠点ごと
に管理を続けています。

2012年度は、国内では春日工場、海外では過去最大規模とな
る中国の佛山TGR・TGP、さらに台湾の豊裕で植樹会を実施し
ました。植樹本数は累計で約
17万9,000本、植樹面積は約
3万5,720平方メートル、延べ
参加者は約2万700名に達し
ました。

水・電力使用量と廃棄樹脂の低減を実現。地域の美化活動にも力を注ぐ。

業員の安全と健康を守る活動を長年に渡って取り組んできたこと
が評価され、連続の受賞につながりました。

電力使用量の低減とリサイクルを推進。工場の森づくりや小学校の図書館整備などにも取り組む。

過去に洗浄剤などで使用していたトリクロロエチレンなどの有
害物質や敷地外からの汚染の監視と浄化に取り組んでいます。
また、観測井戸を各工場に設置し、土壌汚染対策法の対象物質
や油脂類による土壌・地下水の汚染がないことを定期的に確認
しています。稲沢工場においては、過去2年間にわたり地下水の
汚染物質濃度が基準値を下回ったことから、2012年度の測定

結果報告をもって、行政への報告が終了しました。
■ 所 在 地／愛知県一宮市千秋町
■ 設 　 立／1990年6月（2011年11月社名変更　旧社名：（株）日比プラスチック）
■ 資 本 金／3,600万円
■ 事業内容／自動車関連樹脂製品の射出成形・加工・組み付け・試作などの製造
■ ISO9001認証取得／2007年6月　　■ ISO14001認証取得／2012年3月

DATA

■ 所 在 地／Amata Nakorn Industrial Estate, Bangna-Trad Highway km. 57,
                   Tambon Bankao, Amphur Pantong, Chonburi 20160, Thailand 
■ 設 　 立／1994年2月
■ 資 本 金／400百万バーツ
■ 事業内容／セーフティシステム製品、内外装部品、機能部品の製造
■ ISO14001認証取得／2002年3月
■ ISO/TS16949認証取得／2006年6月
■ OHSAS18001認証取得／2008年5月

DATA 育成状況

事業所 対　象 対策状況

春日工場

稲沢工場

地下水 浄化中（敷地外からの汚染の可能性も
あるが積極的に浄化）

地下水
過去、使用実績のない物質が検出されたことから、
測定結果のみ定期的に行政へ報告
※2010年以降は、基準未満 （行政報告終了）

※低濃度PCBの混入が確認された使用済みの高圧トランスや電力コンデンサーなども、従来か
ら保管しているPCB廃棄物と同様に厳重に管理しています

高濃度PCB含有機器 保管台数 対策状況
電力

コンデンサー

蛍光灯安定器

̶

約1,200台

2006年度に
日本環境安全事業（株）豊田事業所で適正処理（65台）

適正保管
（PCB処理施設が整備され次第、順次適正処理）
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首都バンコクから東南東へ約80ｋmに位置する、タイ国チョンブリ県
アマタ・ナコン工業団地にあるToyoda Gosei （Thailand） Co.,Ltd.
は、電力を海外からも賄っている国内事情から、電気エネルギーを
中心とした省エネ活動を重点に取り組むとともに社会貢献活動に
も広く取り組んでいます。
省エネ活動では、第1・第2工場に設置のコンプレッサー４台にイン
バータを設置するとともに、負荷状況に応じて台数制御することで、
電力使用量を約１７％低減しました。このほか、建屋排気ファンの温
度制御による停止、高効率エアコンへの更新、成型機シリンダー
ヒータの断熱、蛍光灯照明のLED化などにも取り組んでいます。排
出物の低減活動では、グループ内の好事例も取り入れながら発生
源対策と樹脂のリサイクルに取り組んでいます。
2010年、海外拠点初の「工場の森づくり」を行って以来、定期的な
水やりなどの育樹活動によって、２万２，０００本の苗木もすくすく成
長（高さ：10～１1ｍ）し、本来の森の姿をつくりつつあります。
2013年度は新たに１万３，０００本の植樹計画があり、現地の従業員
が中心になって準備を進めています。
社会貢献活動では、マングローブの森林を守る植樹活動や洪水な
ど被災地への寄付などに加え、従業員の出身地を中心に学校の図
書館整備や本の寄贈、給水タンクの設置、トイレの改修・清掃など
に取り組んでいます。また、タイ政府（労働省）から「タイ国労働福
利厚生賞（２年連続）」と県から「職場安全衛生賞（４年連続）」の表彰
を受けました。この賞は、労働環境の整備と福利厚生の充実や従

エアロパーツを中心とした自動車の外装樹脂部品と、インストル
メントパネルやコンソールを中心とした内装樹脂部品の製造・加
工を行うTGAP（株）は、生産面における環境保全活動とともに、
会社周辺の清掃活動に取り組んでいます。
2011年11月、（株）日比プラスチックから「TOYODA GOSEI 
Accessories（用品） Prototype（試作）」の頭文字を取ったTGAP
に社名変更しました。
水使用量の低減活動では、クーリングタワーを設置し、射出成型
時の金型冷却に使う水として循環させることで、2012年度は水
使用量を約９４％低減しました。CO₂排出量の低減活動では、高効
率コンプレッサーの採用やLED照明の導入などを行い、2012年
度は使用電力を約3.5％低減しました。また、「ノー残業デー」の設
定により、より効率的な作業や業務推進（ムリ・ムダ・ムラの撲滅）
を考えるキッカケづくりにも取り組みました。排出物の低減活動
では、設備始動時の捨て打ちや色替えで発生する廃棄樹脂のリ
ペレット化を行っています。このほか発生源対策として工程内に
生産状況のわかる推移グラフやチェック表などを掲示して、いつ

でも上司が異常の有無や処置状況が把握でき、必要な処置を迅
速に取れるよう「見える化」にも取り組んでいます。
近隣地域への活動では、環境保全と社会貢献活動の両面から会
社周辺と近くにある五条川遊歩道の清掃活動を、従業員約２０名
で毎月実施しています。

TGAP株式会社

Toyoda Gosei（Thailand）Co.,Ltd.（TGT）
「工場の森づくり」活動を国内外の拠点に展開

土壌・地下水の保全

PCB含有機器の適正処分と保管

 「異常・苦情ゼロ」活動で管理を強化

豊田合成グループは、コンプライアンスの徹底を図るため「異常・苦
情ゼロ」活動に取り組んでいます。2012年度も他社不具合事例を

分析して、同様の不具合を発生させないよう全社の同類設備の点
検と対策を図ることで、異常・苦情の未然防止につなげています。

有害で難分解性のPCB（ポリ塩化ビフェニル）を含む使用済み
高圧トランスや蛍光灯安定器を厳重に保管し、これまでに電力
コンデンサー65台を適正に処分しています。

関係会社の取り組み事例【 】

TGAP株式会社 清掃活動

Toyoda Gosei（Thailand）Co.,Ltd.

小学校の図書館を整備タイ国労働福利厚生賞(労働省主催)

工場の森づくり

TGT（タイ）〈2010年2月植樹〉

佛山TGR・TGP植樹会（中国） 豊裕植樹会（台湾）

春日工場植樹会（日本）

平和町工場（日本）〈2009年11月植樹〉 〈2012年8月〉 〈2013年3月〉

豊田合成グループは、会社創立60周年を機に2009年から「工場
の森づくり」活動を推進しています。この活動は生態系保護や地
球温暖化対策という基本姿勢にとどまらず、①工場緑化の推進、
②社員の環境意識（エコマインド）の向上と全員参加による一体
感の醸成、③地域の人々と一緒に取り組むことによる地域社会と
の融合の3つを柱に、人と自然が共生できる環境を地域とともに
つくりあげることを目的にしており、国内外約60拠点に約60万
本の植樹を目標に活動しています。合わせて地域の自然環境に
合った樹木をどんぐりから育て、自然の姿に戻す「本物の森づく
り」を進めています。
植樹会は、地域の人々や従業員とその家族も楽しめるようにイベ
ントを盛り込むなど工夫をこらし、参加された方々が一体となれ
る植樹を行っています。さらに植樹した拠点では、定点観測を
行って育成状況を記録し、従業員が草取りを行うなど、拠点ごと
に管理を続けています。

2012年度は、国内では春日工場、海外では過去最大規模とな
る中国の佛山TGR・TGP、さらに台湾の豊裕で植樹会を実施し
ました。植樹本数は累計で約
17万9,000本、植樹面積は約
3万5,720平方メートル、延べ
参加者は約2万700名に達し
ました。

水・電力使用量と廃棄樹脂の低減を実現。地域の美化活動にも力を注ぐ。

業員の安全と健康を守る活動を長年に渡って取り組んできたこと
が評価され、連続の受賞につながりました。

電力使用量の低減とリサイクルを推進。工場の森づくりや小学校の図書館整備などにも取り組む。

過去に洗浄剤などで使用していたトリクロロエチレンなどの有
害物質や敷地外からの汚染の監視と浄化に取り組んでいます。
また、観測井戸を各工場に設置し、土壌汚染対策法の対象物質
や油脂類による土壌・地下水の汚染がないことを定期的に確認
しています。稲沢工場においては、過去2年間にわたり地下水の
汚染物質濃度が基準値を下回ったことから、2012年度の測定

結果報告をもって、行政への報告が終了しました。
■ 所 在 地／愛知県一宮市千秋町
■ 設 　 立／1990年6月（2011年11月社名変更　旧社名：（株）日比プラスチック）
■ 資 本 金／3,600万円
■ 事業内容／自動車関連樹脂製品の射出成形・加工・組み付け・試作などの製造
■ ISO9001認証取得／2007年6月　　■ ISO14001認証取得／2012年3月

DATA

■ 所 在 地／Amata Nakorn Industrial Estate, Bangna-Trad Highway km. 57,
                   Tambon Bankao, Amphur Pantong, Chonburi 20160, Thailand 
■ 設 　 立／1994年2月
■ 資 本 金／400百万バーツ
■ 事業内容／セーフティシステム製品、内外装部品、機能部品の製造
■ ISO14001認証取得／2002年3月
■ ISO/TS16949認証取得／2006年6月
■ OHSAS18001認証取得／2008年5月

DATA 育成状況

事業所 対　象 対策状況

春日工場

稲沢工場

地下水 浄化中（敷地外からの汚染の可能性も
あるが積極的に浄化）

地下水
過去、使用実績のない物質が検出されたことから、
測定結果のみ定期的に行政へ報告
※2010年以降は、基準未満 （行政報告終了）

※低濃度PCBの混入が確認された使用済みの高圧トランスや電力コンデンサーなども、従来か
ら保管しているPCB廃棄物と同様に厳重に管理しています

高濃度PCB含有機器 保管台数 対策状況
電力

コンデンサー

蛍光灯安定器

̶

約1,200台

2006年度に
日本環境安全事業（株）豊田事業所で適正処理（65台）

適正保管
（PCB処理施設が整備され次第、順次適正処理）
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環境にやさしいLED製品を一貫生産。
普及活動を推進し、地球温暖化防止に貢献しています。

当社では、LEDの普及・啓発活動として、社内照明のLED化を進め
ています。当初の2011年度から5年間で切り替える予定を、震災
の影響による夏季の電力不足への対応及び電力消費を抑え、
CO2排出量の低減を行うため前倒しし、2012年度中に国内全
事業所の全蛍光灯約7万本を当社製LEDを使用した照明に切り
替えました。なお、豊田合成本社1階に全面改装された「エキシビ
ジョンルーム」の照明も全てLED照明にしました。今後は、国内

全事業所の高天井用照明（水銀灯などの高輝度放電ランプ）
を当社製LEDを使用した高
天井用LED照明化を3年間
で進めていきます。LEDメー
カーとして貢献できるよう、
LEDの利用拡大と啓発活動に
力を注いでいきます。

2012年度の環境コストは、研究開発、事業エリア内(蛍光灯照
明のLED化、リサイクル、温室効果ガス低減）、社会活動（工場の
森づくり）のコストに重点が置かれています。経済効果としては、

廃材の発生源対策やリサイクルなどにより、排出物処理費用を
低減できたほか、ユーティリティ設備の効率化などで電力費用
の低減を実現しています。

環境効率の高いLEDの普及を推進
事業活動において環境保全にかかったコストを正しく把握し、
適切な環境保全活動を行っていきます。

環境コスト

当社は「省電力」「長寿命」などの特性を持つ、環境効率の高いLED製
品を素子から光源モジュールまで一貫して開発・生産を行っています。
これまではノートパソコンやタブレット型端末、スマートフォンなどの

液晶ディスプレイや自動車メーターのバックライト光源などで広く
使われてきましたが、現在は照明用LED光源のラインアップを拡充
し、照明分野をバックライトに次ぐ第2の事業の柱に育てる計画です。

エキシビジョンルーム

エコプロダクツ2012 トヨタ自動車（株）様ブース アカリナイト2012

メッセナゴヤ2012 インド最大のLED展示会

平和町工場「工場の森づくり」苗木センター

北九州工場の高天井LED照明 平和町工場 用談コーナー

本レポートの目的は、高分子と光半導体を核とする製品・サービスのグローバルサプライヤーとしての
豊田合成の活動を社会に報告することにあり、環境報告の観点から第三者意見を述べます。
TG 2020 VISON及び第５次環境取り組みプランは、環境保全・省エネ・安全に向けた“くるま社会づく
り”において、開発・生産・販売から廃棄までの環境負荷低減と環境経営を２本柱とし、意欲的な数値目
標を掲げています。2012年度目標が全ての項目で達成されており、着実に進捗していることがわかり
ます。「工場ムダ取り隊」やモニター設置による「見える化」、国内外関係会社への環境取り組み事例紹
介など、根気がいる地道な活動の成果の表れでしょう。
生産面では、設備への断熱塗料適用で使用電力６％低減に感心しました。空調費の節減、作業環境の
向上などの波及効果もあり、国内外関係会社ばかりでなく、広く社会に広報することを期待します。
製品開発では、TPVガラスランの微発泡化による３０％軽量化と被膜による機能維持やフューエル
フィラーリッドの樹脂化による２０％軽量化とプッシュ―プッシュ方式の採用など車の軽量化への努
力に敬服するとともに、高分子技術を核とした製品提供を通した貢献に終わりはないとの認識を新
たにしました。
第５次環境取り組みプランの目標を達成するため、成果を上げているこれまでの活動を継続してく
ださい。“豊田合成の製品・サービスでなければ困る”と言わしめる価格競争力と差別化を実現し、経
営基盤を強化して限りない創造を続けられることを期待します。

環境データはホームページをご参照ください｡　http：//www.toyoda-gosei.co.jp/csr/kankyou/houkoku.html

名古屋大学　
大学院環境学研究科 教授　
佐野  充

第三者意見

2012年度は、当社をはじめ他社のイベントや展示会の出展ブース
への協力や協賛を行いました。「エコプロダクツ2012展」に出展し
たトヨタ自動車（株）様、トヨタ車体（株）様の出展ブースに当社の
LED照明が採用されました。照明計画の立案から参画したトヨタ自
動車（株）様のブースでは、薄型高天井LED（400W水銀灯相当4本）
を使用し、LED照明の新しい形をPRすることができました。このほか
アカリナイト2012への協賛、蒲郡海洋開発（株）ラグナシア様への
LEDイルミネーションオブジェの貸し出しなども行いました。
一方、当社の取り組みとして、国内ではメッセナゴヤ2012、ライ
ティングジャパン2013などに出展。海外では、12月にインド最大
のLED展示会に初出展し、電力供給が不安定で潜在的な需要が高
いと思われるインドで、照明用LEDを紹介しました。

LEDメーカーとしてLEDの利用拡大を推進するために、各企業
のオフィス・工場・施設などへの導入を進めています。2012年
度は、当社製LEDを使用した高天井LED照明を北九州工場に設
置し、実証実験を行っています。

当社はLED製品の評価・検証・検討にも力を注いでおり、室内でも家
庭菜園が楽しめる菜園用LED照明の開発や、植物工場での活用な
どの研究を進めています。平和町工場の「工場の森づくり」苗木セン
ターでは約3,600本の苗木を育苗し、そのうち300本にLED照明を
設置しています。植物成長促進効果がある特定波長の光をLEDに
て照射することで、苗木の早期育成が可能かを検討しています。

社内におけるLED利用拡大

LED事業の拡大

工場・施設などへの導入を推進

植物栽培や色温度の研究も実施

（単位 ： 億円）

豊田合成 国内関係会社合計コスト分類

合　　　計

研究開発コスト※1

事業エリア内コスト※2

管理活動コスト※3

社会活動コスト※4

環境損傷対応コスト※5

4.1

20.6

1.0

1.1

0.3

27.1

̶

0.7

0.3

0.1

0

1.1
※1 環境負荷低減に資する製品の研究開発に要したコスト
※2 公害防止、省エネ、廃棄物処理など生産で生じる環境負荷低減に要したコスト
※3 教育、環境マネジメントシステム維持、測定等管理に要したコスト
※4 緑化、美化など社会的取り組みに関するコスト
※5 企業などの事業活動が環境に与える損傷に対応して生じたコスト

（単位 ： 億円）

4,000t-CO₂

1,256t
P46に掲載

（国内工場データはホームページに掲載）

豊田合成
経済効果※6

国内関係会社合計

0.2

0.8

1.0

1.1

2.8

3.9

※6 効果の算出は確実な根拠に基づき把握が可能なものについての効果集計分です
※7 物量効果は、豊田合成単独分のみで算出

■ 環境コストの推移
豊田合成 国内関係会社合計

（年度）

（億円）

'12

1.1
27.1

'08 '09 '10 '11

40

20

0

■ 経済効果の推移
豊田合成 国内関係会社合計

（年度）

（億円）

1.0

3.9

'12'08 '09 '10 '11

20

10

0

■ 環境コスト ■ 効果

物量効果※7

項　　目

順法活動

温暖化防止（CO₂削減量） 

排出物低減（排出物削減量）

エネルギー費用

排出物処理費用

合　　計
項　　目

イベントや展示会にも積極的に導入



財
務
報
告

環
境
報
告

社
会
報
告

経
営
報
告

事
業
報
告

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
デ
ー
タ

TOYODA  GOSEI  REPORT  2013　4847　TOYODA  GOSEI  REPORT  2013

環境にやさしいLED製品を一貫生産。
普及活動を推進し、地球温暖化防止に貢献しています。

当社では、LEDの普及・啓発活動として、社内照明のLED化を進め
ています。当初の2011年度から5年間で切り替える予定を、震災
の影響による夏季の電力不足への対応及び電力消費を抑え、
CO2排出量の低減を行うため前倒しし、2012年度中に国内全
事業所の全蛍光灯約7万本を当社製LEDを使用した照明に切り
替えました。なお、豊田合成本社1階に全面改装された「エキシビ
ジョンルーム」の照明も全てLED照明にしました。今後は、国内

全事業所の高天井用照明（水銀灯などの高輝度放電ランプ）
を当社製LEDを使用した高
天井用LED照明化を3年間
で進めていきます。LEDメー
カーとして貢献できるよう、
LEDの利用拡大と啓発活動に
力を注いでいきます。

2012年度の環境コストは、研究開発、事業エリア内(蛍光灯照
明のLED化、リサイクル、温室効果ガス低減）、社会活動（工場の
森づくり）のコストに重点が置かれています。経済効果としては、

廃材の発生源対策やリサイクルなどにより、排出物処理費用を
低減できたほか、ユーティリティ設備の効率化などで電力費用
の低減を実現しています。

環境効率の高いLEDの普及を推進
事業活動において環境保全にかかったコストを正しく把握し、
適切な環境保全活動を行っていきます。

環境コスト

当社は「省電力」「長寿命」などの特性を持つ、環境効率の高いLED製
品を素子から光源モジュールまで一貫して開発・生産を行っています。
これまではノートパソコンやタブレット型端末、スマートフォンなどの

液晶ディスプレイや自動車メーターのバックライト光源などで広く
使われてきましたが、現在は照明用LED光源のラインアップを拡充
し、照明分野をバックライトに次ぐ第2の事業の柱に育てる計画です。

エキシビジョンルーム

エコプロダクツ2012 トヨタ自動車（株）様ブース アカリナイト2012

メッセナゴヤ2012 インド最大のLED展示会

平和町工場「工場の森づくり」苗木センター

北九州工場の高天井LED照明 平和町工場 用談コーナー

本レポートの目的は、高分子と光半導体を核とする製品・サービスのグローバルサプライヤーとしての
豊田合成の活動を社会に報告することにあり、環境報告の観点から第三者意見を述べます。
TG 2020 VISON及び第５次環境取り組みプランは、環境保全・省エネ・安全に向けた“くるま社会づく
り”において、開発・生産・販売から廃棄までの環境負荷低減と環境経営を２本柱とし、意欲的な数値目
標を掲げています。2012年度目標が全ての項目で達成されており、着実に進捗していることがわかり
ます。「工場ムダ取り隊」やモニター設置による「見える化」、国内外関係会社への環境取り組み事例紹
介など、根気がいる地道な活動の成果の表れでしょう。
生産面では、設備への断熱塗料適用で使用電力６％低減に感心しました。空調費の節減、作業環境の
向上などの波及効果もあり、国内外関係会社ばかりでなく、広く社会に広報することを期待します。
製品開発では、TPVガラスランの微発泡化による３０％軽量化と被膜による機能維持やフューエル
フィラーリッドの樹脂化による２０％軽量化とプッシュ―プッシュ方式の採用など車の軽量化への努
力に敬服するとともに、高分子技術を核とした製品提供を通した貢献に終わりはないとの認識を新
たにしました。
第５次環境取り組みプランの目標を達成するため、成果を上げているこれまでの活動を継続してく
ださい。“豊田合成の製品・サービスでなければ困る”と言わしめる価格競争力と差別化を実現し、経
営基盤を強化して限りない創造を続けられることを期待します。

環境データはホームページをご参照ください｡　http：//www.toyoda-gosei.co.jp/csr/kankyou/houkoku.html

名古屋大学　
大学院環境学研究科 教授　
佐野  充

第三者意見

2012年度は、当社をはじめ他社のイベントや展示会の出展ブース
への協力や協賛を行いました。「エコプロダクツ2012展」に出展し
たトヨタ自動車（株）様、トヨタ車体（株）様の出展ブースに当社の
LED照明が採用されました。照明計画の立案から参画したトヨタ自
動車（株）様のブースでは、薄型高天井LED（400W水銀灯相当4本）
を使用し、LED照明の新しい形をPRすることができました。このほか
アカリナイト2012への協賛、蒲郡海洋開発（株）ラグナシア様への
LEDイルミネーションオブジェの貸し出しなども行いました。
一方、当社の取り組みとして、国内ではメッセナゴヤ2012、ライ
ティングジャパン2013などに出展。海外では、12月にインド最大
のLED展示会に初出展し、電力供給が不安定で潜在的な需要が高
いと思われるインドで、照明用LEDを紹介しました。

LEDメーカーとしてLEDの利用拡大を推進するために、各企業
のオフィス・工場・施設などへの導入を進めています。2012年
度は、当社製LEDを使用した高天井LED照明を北九州工場に設
置し、実証実験を行っています。

当社はLED製品の評価・検証・検討にも力を注いでおり、室内でも家
庭菜園が楽しめる菜園用LED照明の開発や、植物工場での活用な
どの研究を進めています。平和町工場の「工場の森づくり」苗木セン
ターでは約3,600本の苗木を育苗し、そのうち300本にLED照明を
設置しています。植物成長促進効果がある特定波長の光をLEDに
て照射することで、苗木の早期育成が可能かを検討しています。

社内におけるLED利用拡大

LED事業の拡大

工場・施設などへの導入を推進

植物栽培や色温度の研究も実施

（単位 ： 億円）

豊田合成 国内関係会社合計コスト分類

合　　　計

研究開発コスト※1

事業エリア内コスト※2

管理活動コスト※3

社会活動コスト※4

環境損傷対応コスト※5
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※1 環境負荷低減に資する製品の研究開発に要したコスト
※2 公害防止、省エネ、廃棄物処理など生産で生じる環境負荷低減に要したコスト
※3 教育、環境マネジメントシステム維持、測定等管理に要したコスト
※4 緑化、美化など社会的取り組みに関するコスト
※5 企業などの事業活動が環境に与える損傷に対応して生じたコスト

（単位 ： 億円）

4,000t-CO₂

1,256t
P46に掲載

（国内工場データはホームページに掲載）

豊田合成
経済効果※6

国内関係会社合計
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※6 効果の算出は確実な根拠に基づき把握が可能なものについての効果集計分です
※7 物量効果は、豊田合成単独分のみで算出
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経営成績及び財政状態の報告・分析

当期の世界経済は、欧州の低迷は継続しているものの、金融緩
和の続く米国や日本を含むアジアなどを中心として景気は全体
的に回復基調となっています。
自動車業界におきましては、国内エコカー補助金や米国の個人
消費の回復などに支えられ、日本や北米などの主要市場におけ
る自動車生産台数は、昨年と比べ増加となりました。
また、LED業界におきましても、節電意識の高まりやタブレット型
端末の普及により、市場はより一層拡大しました。

このような情勢の中で当社グループは、昨年策定しました「TG 
2020 VISION」の実現に向け、「重大災害と重要品質問題を絶
対に起こさない人・職場づくり」を会社方針の第一に掲げ、お客
様との信頼関係をより強固なものとするため、品質重視と安全
確保に努めてきました。
またグローバルで勝ち抜くための「事業基盤の強化」に向けて、
伸びる市場、伸ばせる分野での「新技術・新工法の開発と拡販」
ならびに「生産体制の強化」を重点に取り組んできました。
「新技術・新工法の開発と拡販」として自動車部品事業では、金属
部品を樹脂に置き換え軽量化を実現した樹脂フューエルフィ
ラーパイプ、歩行者との衝突時にボンネット後部を瞬時に持ち上
げ、衝撃を緩和するポップアップフードアクチュエーターを開発
し、車の燃費と安全性向上に寄与しました。さらには、精密樹脂
成型工法とめっきの表面処理技術との融合により、お客様のデ
ザイン改革ニーズに応える新意匠の大型ラジエータグリルを量
産することができました。
オプトエレクトロニクス事業では、新たに高天井照明用のLEDを
市場に投入したほか、従来の約3倍の明るさを誇る次世代型

LEDの開発に成功しました。
これら高品質の新商品を中心に、世界の主要市場で積極的な
拡販活動に努めた結果、日系自動車メーカーのみならず、欧米
や中国などの外資系自動車メーカーとの取引も、順調に拡大し
ていくことができました。
「生産体制の強化」では、国内3極生産体制を整備するため、東
北地方の宮城県にTG東日本（株）を、またハイエンドLEDの事業
拡大を目指し、TSオプト（株）を千葉県にそれぞれ設立しました。
海外では、南米地域で初の製造・販売拠点となるGDBRコメル
シオ（有）をブラジルに設立したほか、北米地域ではTGミント
（株）やTGフルイドシステムズUSA（株）の分工場を設立し、日
系及び外資系のお客様向けに、製品供給能力の拡充を図ってき
ました。

この結果、当期の売上高につきましては、自動車部品事業は、国
内でのエコカー補助金効果や北米での主要顧客の新車投入効
果に加え、外資系自動車メーカーなどへの積極的な拡販活動に
より増収となりました。オプトエレクトロニクス事業につきまし
ても、タブレット型端末のバックライト向けや照明向けのLED製
品の需要増により増収となり、全体では、5,996億円（前期比
18.8％増）となりました。
利益につきましては、自動車部品事業・オプトエレクトロニクス
事業それぞれの増販効果に加えて、グループを挙げて合理化
に努めた結果、営業利益は367億円（前期比79.8％増）、経常利
益は367億円（前期比81.3％増）、当期純利益214億円（前期比
138.9％増）となり、大幅な増益を確保することができました。

経営成績に関する分析

当期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、
前期699億円に比べ90億円増加し、789億円となりました。当
期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下
のとおりです。

■ 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により獲得した資金は、税金等調整前当期純利益
365億円や減価償却費386億円などを計上しましたが、仕入
債務の減少133億円やたな卸資産の増加64億円、法人税等
の支払額115億円などを計上しました結果、524億円となり、
前期511億円に比べ13億円増加しました。

■ 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により支出した資金は、海外を中心とした自動車事業
の生産能力増強や国内の研究開発投資などにより409億円と
なり、前期370億円に比べ39億円増加しました。

■ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動による資金は、社債の償還などにより61億円の減少と
なり、22億円の増加であった前期に比べ、83億円減少しました。

キャッシュ・フローの状況

■ 設備投資・研究開発費■ 売上高 ■ 経常利益・当期純利益

財政状態に関する分析

当期末における総資産は、主な有形固定資産やたな卸資産の
増加により、前期末に比べ348億円増加し、4,896億円となり
ました。また、負債は、前期末とほぼ同じ水準の2,175億円とな

りました。
純資産につきましては、主に利益剰余金の増加により前期末に
比べ347億円増加し、2,721億円となりました。

資産、負債及び純資産の状況 

■ 純資産
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18.8％増）となりました。
利益につきましては、自動車部品事業・オプトエレクトロニクス
事業それぞれの増販効果に加えて、グループを挙げて合理化
に努めた結果、営業利益は367億円（前期比79.8％増）、経常利
益は367億円（前期比81.3％増）、当期純利益214億円（前期比
138.9％増）となり、大幅な増益を確保することができました。

経営成績に関する分析

当期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、
前期699億円に比べ90億円増加し、789億円となりました。当
期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下
のとおりです。

■ 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により獲得した資金は、税金等調整前当期純利益
365億円や減価償却費386億円などを計上しましたが、仕入
債務の減少133億円やたな卸資産の増加64億円、法人税等
の支払額115億円などを計上しました結果、524億円となり、
前期511億円に比べ13億円増加しました。

■ 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により支出した資金は、海外を中心とした自動車事業
の生産能力増強や国内の研究開発投資などにより409億円と
なり、前期370億円に比べ39億円増加しました。

■ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動による資金は、社債の償還などにより61億円の減少と
なり、22億円の増加であった前期に比べ、83億円減少しました。

キャッシュ・フローの状況

■ 設備投資・研究開発費■ 売上高 ■ 経常利益・当期純利益

財政状態に関する分析

当期末における総資産は、主な有形固定資産やたな卸資産の
増加により、前期末に比べ348億円増加し、4,896億円となり
ました。また、負債は、前期末とほぼ同じ水準の2,175億円とな

りました。
純資産につきましては、主に利益剰余金の増加により前期末に
比べ347億円増加し、2,721億円となりました。

資産、負債及び純資産の状況 

■ 純資産

設備投資 研究開発費
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5年間の連結財務サマリー 連結貸借対照表

516,982

29,952

27,549

17,116

242,158

44,481

47,832

25,617

132.27

132.27

1,680.96

36

416,562

234,074

28,027

129,407

62,586

△52,579

△18,785

54,326

7.9

6.5

5.8

21.2

35.7

26,964

495,002

26,202

26,574

14,255

233,425

43,007

35,190

26,066

110.19

110.17

1,650.90

36

434,344

229,915

28,027

129,399

68,199

△36,574

△7,426

67,490

6.9

6.4

5.3

27.7

24.2

26,084

546,380

15,833

12,155

3,951

242,893

41,258

59,429

24,837

30.55

30.55

1,523.16

36

391,757

211,702

28,027

129,334

47,843

△55,945

5,604

42,701

1.8

2.8

2.9

31.4

13.0

25,792

注1  1株当たり当期純利益､ROE､ROAは､それぞれ各連結会計年度における平均の株式数､純資産､総資産に基づいて算定しています｡
注2  デットエクイティレシオ＝有利子負債÷純資産
注3  インタレストカバレッジ＝（営業利益＋受取利息および配当金）÷支払利息

会計年度

 売上高

 営業利益

 経常利益

 当期純利益

 海外売上高

 減価償却費

 資本的支出

 研究開発費　

 1株当たりデータ（円）

  当期純利益

  当期純利益（潜在株式調整後）

  純資産

  配当金

会計年度末

 総資産

 純資産

 資本金

 発行済株式数（自己株式を除く）（千株）

キャッシュ・フロー

　営業活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー

　現金及び現金同等物

指標等

　自己資本当期純利益率（ROE）（％）注1

　総資産経常利益率（ROA）（％）注1

　売上高営業利益率（ROS）（％）

　デットエクイティレシオ（％）注2

 インタレストカバレッジ（倍）注3

従業員数

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て） （単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

流動資産
　　現金及び預金
　　受取手形及び売掛金
　　有価証券
　　商品及び製品
　　仕掛品
　　原材料及び貯蔵品
　　繰延税金資産
　　その他
　　貸倒引当金
流動資産合計
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物
　　   減価償却累計額
         建物及び構築物（純額）
      機械装置及び運搬具
　　   減価償却累計額
         機械装置及び運搬具（純額）
　　工具、器具及び備品
　　   減価償却累計額
　　   工具、器具及び備品（純額）
　　土地
　　建設仮勘定
　有形固定資産合計
　無形固定資産
　　のれん
　　特許権
　　ソフトウエア
　　その他
　無形固定資産合計
　投資その他の資産
　　投資有価証券
　　繰延税金資産
　　その他
　　貸倒引当金
　投資その他の資産合計
固定資産合計
資産合計

2012年度末 2011年度末

78,711

102,281

361

18,487

9,320

20,977

4,374

10,356

△73

244,798

00

00

148,168

△80,990

67,177

315,832

△245,272

70,560

137,462

△116,940

20,522

23,578

14,324

196,163

169

ー

1,575

779

2,524

00

32,965

9,967

3,309

△84

46,158

244,846

489,644

70,555

99,358

160

16,054

8,893

14,125

4,950

15,249

△109

229,238

139,224

△74,382

64,841

287,509

△221,558

65,950

133,603

△111,639

21,963

23,098

8,009

183,864

45

6

1,739

823

2,615

25,119

10,267

3,768

△80

39,075

225,555

454,794

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金
　　1年内返済予定の長期借入金
　　1年内償還予定の社債
　　未払費用
　　未払法人税等
　　役員賞与引当金
　　製品保証引当金
　　従業員預り金
　　その他
流動負債合計
固定負債
　　長期借入金
　　繰延税金負債
　　退職給付引当金
　　役員退職慰労引当金
　　その他
固定負債合計
負債合計

2012年度末 2011年度末

72,287

20,473

15,504

ー

24,658

6,113

181

975

4,492

13,060

157,748

23,329

3,466

29,436

866

2,652

59,751

217,500

■資産の部 ■負債の部

株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金
　　自己株式
株主資本合計
その他の包括利益累計額
　　その他有価証券評価差額金
　　為替換算調整勘定
その他の包括利益累計額合計
新株予約権
少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

28,027

29,844

198,657

△1,327

255,201

6,958

△9,151

△2,192

447

18,688

272,144

489,644

80,256

13,237

63

10,000

23,710

4,386

183

1,472

4,493

12,165

149,698

34,397

2,530

27,369

1,503

1,655

67,457

217,426

28,027

29,844

181,855

△1,327

238,400

4,421

△21,740

△17,319

640

15,646

237,367

454,794

599,615

36,706

36,777

21,429

303,063

38,633

39,097

27,279

165.63

ー

1,955.47

44

489,644

272,144

28,027

129,406

52,451

△40,989

△6,128

78,924

9.0

7.8

6.1

23.4

44.7

30,190

504,518

20,415

20,287

8,971

233,650

41,964

37,623

25,936

69.33

ー

1,708.41

36

454,794

237,367

28,027

129,407

51,112

△37,027

2,224

69,914

4.1

4.7

4.0

24.3

21.3

29,108

■純資産の部

2012年度 2010年度 2009年度 2008年度2011年度
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5年間の連結財務サマリー 連結貸借対照表

516,982

29,952

27,549

17,116

242,158

44,481

47,832

25,617

132.27

132.27

1,680.96

36

416,562

234,074

28,027

129,407

62,586

△52,579

△18,785

54,326

7.9

6.5

5.8

21.2

35.7

26,964

495,002

26,202

26,574

14,255

233,425

43,007

35,190

26,066

110.19

110.17

1,650.90

36

434,344

229,915

28,027

129,399

68,199

△36,574

△7,426

67,490

6.9

6.4

5.3

27.7

24.2

26,084

546,380

15,833

12,155

3,951

242,893

41,258

59,429

24,837

30.55

30.55

1,523.16

36

391,757

211,702

28,027

129,334

47,843

△55,945

5,604

42,701

1.8

2.8

2.9

31.4

13.0

25,792

注1  1株当たり当期純利益､ROE､ROAは､それぞれ各連結会計年度における平均の株式数､純資産､総資産に基づいて算定しています｡
注2  デットエクイティレシオ＝有利子負債÷純資産
注3  インタレストカバレッジ＝（営業利益＋受取利息および配当金）÷支払利息

会計年度

 売上高

 営業利益

 経常利益

 当期純利益

 海外売上高

 減価償却費

 資本的支出

 研究開発費　

 1株当たりデータ（円）

  当期純利益

  当期純利益（潜在株式調整後）

  純資産

  配当金

会計年度末

 総資産

 純資産

 資本金

 発行済株式数（自己株式を除く）（千株）

キャッシュ・フロー

　営業活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー

　現金及び現金同等物

指標等

　自己資本当期純利益率（ROE）（％）注1

　総資産経常利益率（ROA）（％）注1

　売上高営業利益率（ROS）（％）

　デットエクイティレシオ（％）注2

 インタレストカバレッジ（倍）注3

従業員数

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て） （単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

流動資産
　　現金及び預金
　　受取手形及び売掛金
　　有価証券
　　商品及び製品
　　仕掛品
　　原材料及び貯蔵品
　　繰延税金資産
　　その他
　　貸倒引当金
流動資産合計
固定資産
　有形固定資産
　　建物及び構築物
　　   減価償却累計額
         建物及び構築物（純額）
      機械装置及び運搬具
　　   減価償却累計額
         機械装置及び運搬具（純額）
　　工具、器具及び備品
　　   減価償却累計額
　　   工具、器具及び備品（純額）
　　土地
　　建設仮勘定
　有形固定資産合計
　無形固定資産
　　のれん
　　特許権
　　ソフトウエア
　　その他
　無形固定資産合計
　投資その他の資産
　　投資有価証券
　　繰延税金資産
　　その他
　　貸倒引当金
　投資その他の資産合計
固定資産合計
資産合計

2012年度末 2011年度末

78,711

102,281

361

18,487

9,320

20,977

4,374

10,356

△73

244,798

00

00

148,168

△80,990

67,177

315,832

△245,272

70,560

137,462

△116,940

20,522

23,578

14,324

196,163

169

ー

1,575

779

2,524

00

32,965

9,967

3,309

△84

46,158

244,846

489,644

70,555

99,358

160

16,054

8,893

14,125

4,950

15,249

△109

229,238

139,224

△74,382

64,841

287,509

△221,558

65,950

133,603

△111,639

21,963

23,098

8,009

183,864

45

6

1,739

823

2,615

25,119

10,267

3,768

△80

39,075

225,555

454,794

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

流動負債
　　支払手形及び買掛金
　　短期借入金
　　1年内返済予定の長期借入金
　　1年内償還予定の社債
　　未払費用
　　未払法人税等
　　役員賞与引当金
　　製品保証引当金
　　従業員預り金
　　その他
流動負債合計
固定負債
　　長期借入金
　　繰延税金負債
　　退職給付引当金
　　役員退職慰労引当金
　　その他
固定負債合計
負債合計

2012年度末 2011年度末

72,287

20,473

15,504

ー

24,658

6,113

181

975

4,492

13,060

157,748

23,329

3,466

29,436

866

2,652

59,751

217,500

■資産の部 ■負債の部

株主資本
　　資本金
　　資本剰余金
　　利益剰余金
　　自己株式
株主資本合計
その他の包括利益累計額
　　その他有価証券評価差額金
　　為替換算調整勘定
その他の包括利益累計額合計
新株予約権
少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

28,027

29,844

198,657

△1,327

255,201

6,958

△9,151

△2,192

447

18,688

272,144

489,644

80,256

13,237

63

10,000

23,710

4,386

183

1,472

4,493

12,165

149,698

34,397

2,530

27,369

1,503

1,655

67,457

217,426

28,027

29,844

181,855

△1,327

238,400

4,421

△21,740

△17,319

640

15,646

237,367

454,794

599,615

36,706

36,777

21,429

303,063

38,633

39,097

27,279

165.63

ー

1,955.47

44

489,644

272,144

28,027

129,406

52,451

△40,989

△6,128

78,924

9.0

7.8

6.1

23.4

44.7

30,190

504,518

20,415

20,287

8,971

233,650

41,964

37,623

25,936

69.33

ー

1,708.41

36

454,794

237,367

28,027

129,407

51,112

△37,027

2,224

69,914

4.1

4.7

4.0

24.3

21.3

29,108

■純資産の部

2012年度 2010年度 2009年度 2008年度2011年度
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連結損益計算書／連結株主資本等変動計算書 連結キャッシュ・フロー計算書

連結損益計算書

連結株主資本等変動計算書

売上高
　　売上原価
売上総利益
　　販売費及び一般管理費
営業利益
　営業外収益
　　受取利息及び配当金
　　持分法による投資利益
　　その他の営業外収益
営業外費用
　　支払利息
　　固定資産除売却損
　　為替差損
　　その他の営業外費用
経常利益

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

2012年度 2011年度
599,615
521,051
78,563
41,857
36,706
5,083
823
885
3,374
5,012
838
841
ー

3,332
36,777

504,518
446,559
57,959
37,544
20,415
3,641
797
189
2,654
3,769
994
412
613
1,748
20,287

　特別利益
　　新株予約権戻入益
　　その他
　特別損失
　　投資有価証券評価損
　　減損損失
　　製品保証引当金繰入額
　　訴訟損失
　　その他の特別損失
税金等調整前当期純利益
　　法人税、住民税及び事業税
　　法人税等調整額
少数株主損益調整前当期純利益
　　少数株主利益

当期純利益

2012年度 2011年度
224
224
ー
430
2

427
ー
ー
0

36,571
12,998
457

23,115
1,685
21,429

281
253
28

1,492
32
66
906
388
98

19,076
7,949
643

10,484
1,512
8,971

平成24年4月1日残高

連結会計年度中の変動額

　剰余金の配当

　連結子会社の決算期変更による
　剰余金の変動額（純額）

　当期純利益

　自己株式の取得

   株主資本以外の項目の
　連結会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計

平成25年3月31日残高 

資本金

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

2012年度
（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

資本
剰余金

利益
剰余金 自己株式

株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

新株
予約権

少数株主
持分

純資産
合計

株式資本 その他の包括利益累計額

28,027

－

28,027

29,844

－

29,844

181,855

△4,658

30

21,429

16,801

198,657

△1,327

△0

△0

△1,327

238,400

△4,658

30

21,429

△0

16,801

255,201

4,421

2,537

2,537

6,958

△21,740

12,588

12,588

△9,151

237,367

△4,658

30

21,429

△0

17,975

34,776

272,144

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税金等調整前当期純利益
　減価償却費
　減損損失
　のれん償却額
　貸倒引当金の増減額（△は減少）
　製品保証引当金の増減額（△は減少）
　退職給付引当金の増減額（△は減少）
　役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）
　受取利息及び受取配当金
　支払利息
　為替差損益（△は益）
　持分法による投資損益（△は益）
　投資有価証券売却及び評価損益（△は益）
　有形固定資産除売却損益（△は益）
　売上債権の増減額（△は増加）
　たな卸資産の増減額（△は増加）
　その他の流動資産の増減額（△は増加）
　仕入債務の増減額（△は減少）
　その他の流動負債の増減額（△は減少）
　その他
　小計
　利息及び配当金の受取額
　利息の支払額
　法人税等の支払額
　営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
　投資有価証券の取得による支出
　投資有価証券の売却及び償還による収入
　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出
　有形及び無形固定資産の取得による支出
　有形固定資産の売却による収入
　定期預金の純増減額（△は増加）
　その他
　投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増減額（△は減少）
　長期借入れによる収入
　長期借入金の返済による支出
　社債の償還による支出
　少数株主からの払込みによる収入
　自己株式の取得による支出
　配当金の支払額
　少数株主への配当金の支払額
　その他
　財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期首残高
連結子会社の決算期の変更に伴う期首現金及び現金同等物の増加額（△は減少）
現金及び現金同等物の期末残高

（単位 百万円）（百万円未満切り捨て）

2012年度 2011年度

19,076
41,964

66
18

△101
867
2,083
△98
△797
994
636
△189
32
295

△23,122
△6,326
△2,040
22,697
275
△22

56,307
969

△1,036
△5,127
51,112

△0
0
̶

△39,931
1,634
1,350
△80

△37,027

8,227
16,320
△16,428

̶
364
△0

△4,656
△1,624

22
2,224
△808
15,500
54,326

87
69,914

△17,319

15,126

15,126

△2,192

640

△193

△193

447

15,646

3,041

3,041

18,688

36,571
38,633
427
125
△39
△548
1,832
△637
△823
838
△29
△885

2
760
3,511
△6,433
4,793

△13,350
△756
△167
63,824
1,042
△837

△11,577
52,451

△3,195
500
△676

△38,436
262
663
△107

△40,989

4,820
4,980
△796

△10,000
151
△0

△4,658
△1,636
1,011
6,128
3,537
8,871
69,914
138

78,924
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人と地球にナイスリー

「人と地球に優しい環境づくり」に向け、地球環境保護、
資源の有効活用の観点から環境の負荷になるものを
「つくらない（つかわない）」「すてない」「まかせない」の
３点を活動の基本とし、３つの“ない”を合言葉にして
“ナイスリー”としました。「人と地球にナイスリー」は、
豊田合成の環境活動のトレードマークです。

〒452-8564  
愛知県清須市春日長畑1番地
Tel : 052-400-1055　
Fax:052-409-7491
http://www.toyoda-gosei.co.jp/

総務部 総務広報室

この印刷物を回収・リサイクルに出しましょう。

●印刷用紙は適切に管理された森林で生産されたことを示すFSC認証紙を使用しています。
●インキはVOC（揮発性有機化合物）を含まない植物油インキを使用しています。
●印刷は有害な廃液を出さない水なし印刷を採用しています。
●グリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷した環境配慮製品です。
●視認性、判読性に優れたユニバーサルデザインフォント（書体）を使用しています。
●色覚の個人差を問わず、多くの人たちが見やすいよう表示を配慮するカラーユニバーサルデザインを採用しています。

●豊田合成レポートの作成において、原材料調達から印刷、廃棄・リサイクルの工程（使用維持段階は除く）で発生する
CO2をカーボンオフセットしています。 

   オフセット数量：4tCO2　 プロジェクト名：インド共和国・ラジャスタン州 14.8MW 風力発電プロジェクト

CO2-0065
URL : jcs.go.jp
認証取得者：豊田合成株式会社
認証取組名：
豊田合成レポート2013発行に伴う原料調
達段階から廃棄リサイクル段階（使用
維持段階は除く）のカーボンオフセット
認証有効期間：
平成25年8月1日～平成26年7月31日
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